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古紙配合率１００％再生紙を使用しています やめましょう　歩きたばこ・ポイ捨てを

◆主な記事◆
◎個人情報保護のさらなる充実を …１面

◎１６年度上半期の財政状況 …………２面

●特集号「すぎなみ五つ星プラン・スマ
ートすぎなみ計画の改定」が別に折り
込まれています。

個
人
情
報
保
護

個
人
情
報
保
護
のの
さ
ら
な
る

さ
ら
な
る
充
実
充
実
をを

◆「
杉
並
区
個
人
情
報
保
護
条
例
」の
改
正
に
向
け
て
◆

条
例
改
正
の
背
景

条
例
改
正
の
背
景

　

情
報
化
の
進
展
に
伴
い
、
個

人
情
報
を
め
ぐ
る
様
々
な
問
題

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
区
民
の

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
Ｉ
Ｔ
社
会

の
利
便
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
保
護
の
立
場
か
ら
、
個
人
情

報
の
よ
り
厳
格
な
取
扱
い
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
区
は
昨
年
、
区

の
職
員
や
受
託
業
務
の
従
事
者

の
不
正
行
為
に
対
す
る
罰
則
規

定
の
新
設
を
主
な
内
容
と
す
る

条
例
の
一
部
改
正
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
回
は
、　

年
４
月
か
ら
全

１７

面
施
行
さ
れ
る
個
人
情
報
保
護

法
な
ど
国
の
法
令
の
動
向
な
ど

を
ふ
ま
え
、
個
人
情
報
保
護
の

よ
り
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め

に
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

改
正
の
考
え
方

改
正
の
考
え
方

①
区
内
の
事
業
者
な
ど
へ
の
支

援

　

事
業
者
や
区
民
が
個
人
情
報

の
大
切
さ
を
理
解
し
、
個
人
情

報
保
護
に
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
個
人
情

報
保
護
の
理
念
や
具
体
的
な
取

り
組
み
な
ど
を
事
業
者
や
区
民

に
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た

り
、
事
業
者
か
ら
の
相
談
に
応

じ
る
な
ど
、
個
人
情
報
保
護
に

つ
い
て
区
が
区
内
の
事
業
者
な

ど
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
を
明

確
に
し
ま
す
。

　

ま
た
、
区
が
出
資
し
て
い
る

法
人
な
ど
が
、
業
務
上
取
得
し

た
個
人
情
報
の
適
切
な
管
理
に

関
し
、
必
要
な
措
置
を
と
る
よ

う
努
め
る
こ
と
を
明
確
に
し
ま

す
。

　

区
が
指
定
し
た
業
務
を
行
う

指
定
管
理
者
（
※
１
）
に
つ
い

て
も
、
個
人
情
報
の
適
切
な
管

理
に
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と

を
義
務
づ
け
る
と
と
も
に
、
業

務
に
従
事
し
て
い
る
者
な
ど
が

個
人
情
報
を
不
正
に
利
用
す
る

こ
と
を
禁
止
し
ま
す
。

②
苦
情
処
理
の
あ
っ
せ
ん
（
※

２
）

　

個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関

し
、
事
業
者
と
区
民
と
の
間
の

苦
情
が
適
切
か
つ
迅
速
に
処
理

さ
れ
る
よ
う
、
区
が
事
業
者
な

ど
に
必
要
な
助
言
や
指
導
を
行

う
と
と
も
に
、
処
理
の
あ
っ
せ

ん
に
努
め
る
よ
う
区
の
責
務
を

明
確
に
し
ま
す
。

③
国
な
ど
と
の
協
力

　

現
行
規
定
と
の
整
合
性
を
図

り
、
国
や
他
の
地
方
公
共
団
体

と
の
協
力
関
係
を
明
確
に
し
ま

す
。

④
外
部
提
供
先
に
対
す
る
措
置

要
求

　

個
人
情
報
を
区
以
外
の
外
部

に
提
供
す
る
場
合
、
外
部
提
供

先
に
対
し
、
漏
え
い
な
ど
の
事

故
防
止
や
職
員
へ
の
指
導
な

ど
、
個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い

て
必
要
な
措
置
を
と
る
よ
う
求

め
る
こ
と
を
明
確
に
し
ま
す
。

⑤
自
己
情
報
の
閲
覧
な
ど
の
請

求
権

◇
自
己
情
報
の
開
示
を
求
め
る

権
利
を
よ
り
明
確
に
す
る
た

め
、「
閲
覧
等
の
請
求
」
を
「
開

示
請
求
」
に
改
め
ま
す
。

◇
自
己
情
報
の
開
示
請
求
が
あ

っ
た
場
合
、「
非
開
示
事
項
が
含

ま
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
開

示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

区
の
開
示
義
務
を
明
確
に
し
ま

す
。

◇
自
己
情
報
の
開
示
請
求
者
の

範
囲
に
つ
い
て
、
本
人
が
開
示

請
求
で
き
な
い
場
合
に
は
、
代

理
人
に
よ
る
請
求
が
で
き
る
よ

う
に
し
ま
す
。

◇
開
示
請
求
者
の
個
別
具
体
的

な
事
情
を
考
慮
し
て
、
非
開
示

事
項
に
該
当
す
る
場
合
で
あ
っ

て
も
、
例
外
的
に
本
人
に
開
示

す
る
こ
と
が
適
当
な
と
き
は
、

開
示
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

⑥
開
示
請
求
の
手
続
き

◇
自
己
情
報
の
開
示
請
求
書
に

形
式
上
の
不
備
が
あ
る
場
合
、

相
当
の
期
間
を
定
め
て
補
正
す

る
こ
と
が
で
き
る
旨
と
補
正
の

参
考
と
な
る
情
報
を
提
供
す
る

義
務
を
明
確
に
し
ま
す
。

◇
開
示
請
求
に
係
る
情
報
が
著

し
く
大
量
で
あ
る
場
合
、
開
示

決
定
の
期
間
を
例
外
的
に
延
長

す
る
措
置
を
と
り
ま
す
。

◇
開
示
請
求
に
係
る
情
報
に
第

三
者
に
関
す
る
情
報
が
記
録
さ

れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
第

三
者
に
意
見
書
の
提
出
機
会
を

与
え
る
な
ど
、
第
三
者
保
護
を

図
る
こ
と
を
明
確
に
し
ま
す
。

◇
開
示
の
実
施
に
つ
い
て
、
紙

や
電
磁
的
記
録
と
い
っ
た
情
報

の
記
録
媒
体
に
応
じ
て
開
示
の

方
法
を
定
め
ま
す
。

�
不
服
申
立
て
、
情
報
提
供
、

苦
情
処
理
な
ど

◇
不
服
申
立
て
が
あ
り
、
杉
並

区
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

審
査
会
へ
諮
問
し
た
場
合
に

は
、
不
服
申
立
人
な
ど
に
諮
問

し
た
旨
を
通
知
す
る
こ
と
を
明

確
に
し
ま
す
。

◇
第
三
者
に
関
す
る
情
報
が
記

録
さ
れ
て
い
る
開
示
決
定
情
報

に
対
し
、
当
該
第
三
者
か
ら
の

不
服
申
立
て
を
却
下
ま
た
は
棄

却
す
る
場
合
、
当
該
第
三
者
の

保
護
を
図
る
こ
と
を
明
確
に
し

ま
す
。

◇
開
示
請
求
者
が
容
易
か
つ
正

確
に
開
示
請
求
で
き
る
よ
う
に

必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と

を
明
確
に
し
ま
す
。

◇
区
は
、
区
に
お
け
る
個
人
情

報
の
取
扱
い
に
関
す
る
苦
情
の

適
切
か
つ
迅
速
な
処
理
に
務
め

る
こ
と
を
明
確
に
し
ま
す
。

　

用
語
解
説

※
１
指
定
管
理
者
制
度
と
は
…

　

議
会
の
議
決
を
経
て
、
区
の

指
定
を
受
け
た
法
人
そ
の
他
の

団
体
が
公
の
施
設
の
管
理
・
運

営
を
代
行
す
る
制
度
。

※
２
苦
情
処
理
の
あ
っ
せ
ん
と

は
…

　

住
民
な
ど
か
ら
区
に
寄
せ
ら

れ
た
苦
情
を
関
連
事
業
者
、
認

定
個
人
情
報
保
護
団
体
（
主
務

大
臣
の
認
定
を
受
け
た
業
界
団

体
な
ど
）、
国
民
生
活
セ
ン
タ

ー
、主
務
大
臣
な
ど
に
提
供
し
、

そ
の
処
理
を
促
す
こ
と
。

区
で
は
、
昭
和　

年
か
ら
個
人
情
報
保
護
条
例
を
施
行

６２

し
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
大
切
な
個
人
情
報
の
保
護
に
努

め
て
き
ま
し
た
が
、
個
人
情
報
を
取
り
巻
く
近
年
の
社

会
状
況
の
変
化
を
ふ
ま
え
、
よ
り
厳
格
で
適
正
な
個
人

情
報
の
管
理
や
利
用
を
図
る
た
め
、
こ
の
条
例
を
改
正

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
皆
さ
ん
に
改
正
の
背
景
や
考
え
方
を
お
知
ら

せ
し
、「
杉
並
区
自
治
基
本
条
例
」
に
基
づ
く
区
民
意
見

の
提
出
手
続
に
よ
り
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
う
か
が
い

ま
す
。―

―
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
情
報
公
開
係
へ
。

①
ハ
ガ
キ
・
封
書
ま
た
は
閲
覧
場
所
に
設
置
し
て
あ

る
意
見
用
紙
に
書
い
て
、郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
�

３
３
１
２
‐
３
５
３
１
で
、　

月　

日
�
ま
で
に
総

１２

２５

務
課
情
報
公
開
係
へ
。

②
ご
意
見
に
は
、
氏
名
・
住
所
（
在
勤
の
方
は
勤
務

先
の
名
称
と
所
在
地
、在
学
の
方
は
学
校
名
と
所
在

地
）、
事
業
者
の
方
は
事
業
所
の
名
称
と
代
表
者
の

氏
名
も
書
い
て
く
だ
さ
い
。

③
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
電
子
掲
示
板
に
、ご
意
見
を

書
き
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
開
設
期
間
】　

月　

日 

〜　

日 

１２

１１

２５

☆

【
閲
覧
場
所
】

区
政
資
料
室
（
区
役
所
西
棟
二
階
）、
区
民
事
務
所
・

分
室
、
駅
前
事
務
所
、
図
書
館

（土）

（土）

ご意見をお寄せください

▲

開
示
請
求
に
は
迅
速
に
対
応
し
ま
す
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〈表１　いただいた意見の例〉

区の考え方主な意見件数意見の内容

ごみ減量の促進、費用負担の公平化、最
終処分場の延命などの効果があると考え
られ、検討しなければならない課題であ
ると考えます。

・有料化はやむをえない。
・最後の手段であるので、今考えるべき
ではない。

・すべて有料、戸別収集が最良である。
有料化になればごみは減少する。

１４件家庭ごみ有料化

不燃ごみの削減には、廃プラスチックの
リサイクルが不可欠です。そのためには、
資源化施設の確保が重要です。

・プラスチックごみがごみの大半を占め
ている。

・新聞に「環境省がプラスチックは燃え
るごみに」と書いてあった。ぜひ杉並
区もそうしてほしい。

・分別の種類が増えると家に保管場所が
必要である。

９件廃プラスチック

製造や設計段階から環境負荷の低減につ
ながるよう、拡大生産者責任の強化にむ
けて、国などに働きかけていきます。

・生産者の意識改革が不可欠。
・ごみになるものを作らないことが一番
大切である。

８件拡大生産者責任

廃棄する際の取り扱いなどの情報提供を
行うとともに、生産者による回収の義務
付けや、対象品目の拡大などの実現のた
め、国・都への要請を行っていきます。

・有害物、危険物の処理を積極的に取り
組むべきである。

・有害化学物質をゼロに近づけることが、
次世代に対する責務である。

６件適正処理困難物

※１人で複数項目のご意見が出ているものは分けてあります。合計９０件のご意見が寄せられました。

〈表２　素案の修正点〉

区の考え方意見の概要

現状および「資源循環型社会を築く」「最終処分場の延
命化を図る」「杉並中継所を不要化する」などの理由を
明記します。

冒頭部分にごみの現状と、なぜごみを半減するの
かという理由を明記すべきである。

プランの中に用語説明を追加します。拡大生産者責任の意味がわからない。

　

「
広
報
す
ぎ
な
み
」
９
月

　

日
号
で
区
民
意
見
の
提
出

１１手
続
き
に
基
づ
き
、
区
民
の

皆
さ
ん
に
ご
意
見
を
う
か
が

い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
三
一

名
の
方
か
ら
ご
意
見
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
例

と
そ
れ
に
つ
い
て
の
区
の
考

え
方
、
ご
意
見
を
参
考
に
し

た
素
案
の
修
正
点
は
表
１
・

２
の
と
お
り
で
す
。

　

意
見
の
概
要
と
そ
れ
に
つ

い
て
の
区
の
考
え
方
は
、
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
清
掃
管
理

課
（
区
役
所
西
棟
七
階
）、
区

政
資
料
室
（
区
役
所
西
棟
二

階
）、区
民
事
務
所
・
分
室
、駅

前
事
務
所
、
図
書
館
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

　
 

清
掃
管
理
課
管
理
係

問

当
初
予
算

　

一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
、

一
三
九
七
億
六
〇
〇
〇
万
円
、

対
前
年
度
比
９
・
０
％
の
増
で

し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
や

介
護
保
険
事
業
会
計
な
ど
の
特

別
会
計
を
含
め
た
総
額
は
、
二

四
八
五
億
円
七
二
八
万
円
と
な

り
ま
し
た
。（
対
前
年
度
比
４
・

９
％
増
）

補
正
予
算

　

一
般
会
計
で
は
一
回
の
補
正

を
行
い
ま
し
た
。

　

第
一
号
補
正
で
は
、
区
へ
の

 
寄  
附 
に
伴
う
社
会
福
祉
基
金
へ

き 

ふ

の
積
立
て
、
荻
窪
西
第
二
自
転

車
駐
車
場
の
整
備
お
よ
び
運

営
、
荻
窪
北
保
育
園
の
改
修
な

ど
、
三
億
二
五
六
〇
万
円
を
補

正
し
ま
し
た
。

　

こ
の
補
正
に
よ
り
、
平
成　
１６

年
９
月
末
の
特
別
会
計
を
含
む

総
予
算
額
は
二
四
八
八
億
三
二

八
九
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

予
算
執
行
状
況

　

９
月
末
の
特
別
会
計
を
含
む

収
入
済
額
は
一
〇
六
〇
億
九
一

三
五
万
円
、
支
出
済
額
は
一
〇

〇
六
億
四
九
三
五
万
円
で
す
。

（
表
１
）

区
民
税
の
負
担

　

区
の
収
入
と
な
る
こ
と
が
確

定
し
た
９
月
末
現
在
の
特
別
区

民
税
現
年
度
分
調
定
額
は
四
九

二
億
一
四
〇
二
万
円
で
す
。

公
有
財
産

　

土
地
や
建
物
、
基
金
な
ど
の

公
有
財
産
の
９
月
末
現
在
高
は

五
八
五
五
億
五
九
九
一
万
円
で

す
。（
表
２
・
３
）

特
別
区
債

　

減
税
補
て
ん
債
の
一
括
償
還

を
行
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

９
月
末
の
区
債
現
在
高
は
六
五

五
億
九
二
五
五
万
円
と
な
り
、

前
年
９
月
末
に
比
べ
一
〇
八
億

四
四
〇
六
万
円
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。（
表
４
）

平
成　

年
度
の 

１５

決
算
概
要

　

一
般
会
計
の
決
算
で
は
、
歳

入
で
一
三
〇
〇
億
八
七
万
円
、

対
前
年
度
比
５
・
３
％
の
減
、

歳
出
で
一
二
四
〇
億
七
九
五
二

万
円
、
対
前
年
度
比
６
・
６
％

の
減
で
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
や

介
護
保
健
事
業
会
計
な
ど
の
特

別
会
計
を
含
め
た
総
額
は
、
歳

入
で
二
三
三
九
億
八
四
四
三
万

円
、
歳
出
で
二
二
六
九
億
五
九

二
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

☆

　

詳
し
い
内
容
は
、
冊
子
「
財

政
の
あ
ら
ま
し
（
平
成　

年
度

１６

上
半
期
の
財
政
状
況
）」を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

区
政
資
料
室
（
区
役
所
西
棟

二
階
）や
図
書
館
、地
域
区
民
セ

ン
タ
ー
の
ほ
か
、
区
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

〈表１　各会計の予算執行状況〉
執行率支出済額収入率収入済額予算現額会計区分

３９．９％５５９億３００７万円４６．０％６４３億９９９２万円１４００億８５６０万円一般会計

３９．０％１７１億６０８８万円３３．４％１４７億１４９５万円４３９億９２２８万円国民健康保険事業会計

４２．０％１７３億０１５０万円４１．９％１７２億３２８７万円４１１億７６８８万円老人保健医療会計

１００％１０億５９００万円１００％１０億５９００万円１０億５９００万円用地会計

４０．８％９１億９７９０万円３８．６％８６億８４６１万円２２５億１９１３万円介護保険事業会計

４０．４％１００６億４９３５万円４２．６％１０６０億９１３５万円２４８８億３２８９万円合　計

〈表２　公有財産の現在高〉
構成比金　額区　分

６５．３％３８２１億５９６６万円土地

２７．４％１６０６億２５５２万円建物

５．５％３２１億５１７１万円基金

０．９％５３億６７１６万円物品

０．６％３４億００２７万円工作物

０．２％１３億６８９７万円出資金

０．０％１億９１３８万円立木

０．１％２億９５００万円有価証券

０．０％２４万円地役権

１００．０％５８５５億５９９１万円合　計

〈表３　基金の内訳〉

金　額基金名金　額基金名

４０００万円
国民健康保険高
額療養費資金貸
付基金

運
用
基
金

１１７億０１２３万円財政調整基金

積
立
基
金

１９億７３５６万円災害対策基金

１０億９４５６万円社会福祉基金

６億５０００万円公共料金支払基
金

１０億０２８５万円区営住宅整備基
金

１２３億３４９７万円施設整備基金

３０００万円
介護保険高額介
護サービス費等
資金貸付基金

１７億３５０８万円減債基金

１５億３１５１万円介護保険給付費
準備基金

５０００万円
国民健康保険出
産費資金貸付基
金

２２６万円ＮＰＯ支援基金

５６９万円みどりの基金

７億７０００万円合　計３１３億８１７１万円合　計

※運用基金の金額は、運用できる上限額。

〈表４　特別区債残高〉
金　額特別区債名

３５８億２３４８万円建設事業債

２２３億４０９５万円減税補てん債

７４億２８１２万円杉並南中央公園債

６５５億９２５５万円合計残高

区は、条例に基づき年２回財政状況を公表しています。
今回は４月～９月までの平成１６年度上半期について、お知らせします。　　――問い合わせは、財政課へ。

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

杉
並
ご
み
半
減
プ
ラ
ン

杉
並
ご
み
半
減
プ
ラ
ン
（（
素
案
素
案
））

１６１６年度年度
上半期上半期



〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日
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【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他
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区
役
所
ク
リ
ス
マ
ス 

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

昼
休
み
の
ひ
と
と
き
、
ク
リ

ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
す
て
き
な

音
楽
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
 
　

月　

日 

午
後
０
時　

１２

２０

１０

分
〜　

分 

区
役
所
一
階
ロ
ビ

５０

ー 

出
演
＝
日
本
フ
ィ
ル
金
管

五
重
奏
団
▽
曲
目
＝
ア
イ
ブ
ソ

ン
編
曲
「
ク
リ
ス
マ
ス
・
ク
ラ

ッ
カ
ー
」、
ハ
ワ
ー
ス
編
曲
「
ス

イ
ス
・
チ
ュ
ー
ン
」、
ロ
ジ
ャ
ー

ス
「
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
」
よ
り 

無
料 

当

日
、
直
接
会
場
へ 

文
化
・
交

流
課

●
阿
佐
谷
神
明
宮 

迎
春
能

　

陽
春
の
琵
琶
湖
上
に
出
現
し

た
、弁
財
天
の
華
や
か
な
舞
と
、

龍
神
の 
爽  
快 
な
舞
を
お
楽
し
み

そ
う 
か
い

く
だ
さ
い
。（
区
後
援
）

　
 
　

年
１
月
２
日 

午
前　

１７

１１

時
開
演 

阿
佐
谷
神
明
宮
境
内

神
楽
殿
（
阿
佐
谷
北
１
―　

―
２５

５
） 

金
剛
流
半
能「
竹
生
島
」、

仕
舞
「
高
砂
」「
内
外
詣
」
ほ
か

▽
出
演
＝
工
藤
寛
（
シ
テ
）、
安

田
登（
ワ
キ
）ほ
か 

無
料 

当

時

（月）

場

内

費

申

問

時

（日）

場

内

費

申

日
、
直
接
会
場
へ 

阿
佐
谷
神

明
宮
�
３
３
３
０
‐
４
８
２
４

●
郷
土
博
物
館
年
中
行
事 

も
ち
つ
き

　

郷
土
博
物
館
の
古
民
家
で
、

も
ち
つ
き
を
行
い
ま
す
。

　
 
　

月　

日 

午
前
９
時　

１２

２３

３０

分
〜（
も
ち
が
な
く
な
り
次
第

終
了
） 

郷
土
博
物
館
（
大
宮

１
―　

―
８
） 

一
〇
〇
名
程

２０

度
（
も
ち
が
な
く
な
り
次
第
終

了
） 

一
般
一
〇
〇
円
、
中
学

生
以
下
無
料 

当
日
、
直
接
会

場
へ 

郷
土
博
物
館
�
３
３
１

７
‐
０
８
４
１ 

車
で
の
来
館

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

●
演
劇
製
作
集
団
四
十
郎
公
演

七
階
の
ど
う
ぶ
つ
物
語

　

木
造
ア
パ
ー
ト
の
七
階
の
ひ

さ
し
の
上
で
地
上
を
見
下
ろ
す

「
シ
ロ
」。
そ
の
時
、窓
が
開
き

ア
パ
ー
ト
の
住
人
た
ち
が
現
れ

た
。
彼
ら
が
巻
き
起
こ
す
大
騒

動
と
シ
ロ
の
運
命
は
？

　

翻
訳
戯
曲
が
四
十
郎
喜
劇
に

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。（
区
後

援
）

　
 
　

月　

日 

午
後
７
時

１２

２３

〜
、　

日 

午
後
３
時
〜
・
７

２４

時
〜
、　

日 

午
後
３
時
〜
・

２５

７
時
〜
、　

日 

午
後
３
時
〜

２６

 

高
円
寺
・
明
石
ス
タ
ジ
オ（
高

円
寺
南
４
―　

―
６
） 

二
二

１０

〇
〇
円
（
当
日
二
五
〇
〇
円
／

高
校
生
以
下
・　

歳
以
上
一
五

６５
問

時

（祝）

場

定

費

申

問

他

時

（祝）

（金）
（土）

（日）

場

費

〇
〇
円
） 

・ 

電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
、
劇
団
四
十
郎
本

部
�
・　

３
２
２
３
‐
１
３
０

FAX

８
へ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
:/

/w
w
w
.lin
k
c
lu
b
.o
r.jp
/̃

n
e
x
t/4
0
/

◇
区
民
五
組
一
〇
名
を
無
料
招

待

　
 

ハ
ガ
キ（
記
入
例
参
照
）に

希
望
日
時
も
書
い
て
、　

月　
１２

１７

日（
消
印
有
効
）ま
で
に
四
十
郎

本
部（
〒　

‐
０
０
３
３
中
野
区

１６５

若
宮
２
―　

―
７
）へ（
抽
選
）

２２

 
高
齢
者
の
た
め
の
就
職
支
援

　

定
年
を
控
え
た
方
や　

歳
を

６０

過
ぎ
て
就
業
を
望
む
方
を
応
援

し
ま
す
。
す
で
に
第
一
線
か
ら

退
い
た
が
経
験
や
知
識
は
豊
富

な
方
を
対
象
に
就
職
を
支
援

し
、
豊
か
な
第
二
の
人
生
の
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。

　
 

・ 

・ 

右
下
表
の
と
お

り 

高
井
戸
西
敬
老
会
館
（
高

井
戸
西
１
―　

―
５
） 
　

歳

１７

５５

以
上
の
就
業
を
目
指
し
て
い
る

方 

各
日
二
〇
名
（
抽
選
） 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例

参
照
）
に
希
望
日
も
書
い
て
、

　

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
Ｎ

１２

２２

Ｐ
Ｏ
法
人
竹
箒
の
会
杉
並
支

部
・
川
船
（
〒　

‐
０
０
２
２

１６７

下
井
草
３
―　

―
３
）
へ 

同

２６

支
部
・
川
船
�
３
３
９
６
‐
５

申

問

他
申時

内

師

場

対

定

費

申

問

２
１
０

�
上
井
草
グ
ル
ッ
プ
ボ
エ
ン
デ 

介
護
教
室

　
 
痴  
呆 
と
い
う
病
気
と
ケ
ア
に

ち 
ほ
う

つ
い
て
専
門
家
が
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
、
痴
呆
性
高
齢
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
生
活
も
紹

介
し
ま
す
。（
区
後
援
）

　
 
　

年
１
月　

日 

午
後
１

１７

２２

時　

分
〜
２
時　

分 

上
井
草

３０

３０

グ
ル
ッ
プ
ボ
エ
ン
デ
（
上
井
草

４
―
３
―　

） 

①
痴
呆
は
ど

２２

ん
な
病
気
？
②
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
暮
ら
し
紹
介 

同
ホ
ー
ム

長
・
入
倉
逸
江 

区
内
在
住
の

方 

一
五
名 

無
料 

・ 

電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
上
井

草
グ
ル
ッ
プ
ボ
エ
ン
デ
�
３
３

０
１
‐
３
６
０
１　

３
３
０
１
‐

FAX

３
６
８
８
へ
（
先
着
順
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
入
門
講
座

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
す
る
場
合
の

要
件
や
手
続
き
の
流
れ
、
そ
の

場
合
の
長
所
・
短
所
、
法
人
の

義
務
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
し

ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
係
者
か
ら
の

時

（土）場

内
師

対

定

費

申

問

経
験
談
も
あ
り
ま
す
。

　
 
　

年
１
月　

日 

午
後
６

１７

１４

時　

分
〜
８
時　

分 

杉
並
Ｎ

３０

３０

Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推

進
セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１
―

　

―　

四
階
） 

一
五
名 

二

４７

１７

〇
〇
〇
円
（
都
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

代
含
む
） 

・ 
　

月　

日
か

１２

１２

ら
電
話
で
、
杉
並
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
セ
ン
タ

ー
�
５
３
０
６
‐
３
９
３
９
へ

（
先
着
順
）

●
住
ま
い
の
勉
強
会 

あ
な
た
の
リ
フ
ォ
ー
ム
、

そ
の
前
に
！
我
が
家
の

性
能
を
点
検
す
る

　

住
宅
に
関
す
る
専
門
知
識
と

経
験
を
結
集
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し

て
の
立
場
か
ら
、皆
さ
ん
の「
住

ま
い
づ
く
り
の
夢
」
を
実
現
す

る
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
今
回

は
成
功
す
る
リ
フ
ォ
ー
ム
の
た

め
の
住
ま
い
の
健
康
診
断
と
い

う
視
点
で
、
家
の
基
本
性
能
の

現
状
を
正
し
く
認
識
す
る
こ
と

の
重
要
性
に
着
目
し
、
い
つ
ま

で
も 
瑞  
 々
し
い
性
能
を
発
揮
す

み
ず 
み
ず

時

（金）場

定

費

申

問

●往復ハガキの場合は返信
用のあて先も記入を
●あて先は各記事の申込先
　（住所が記載されていな
いものは区役所）
●託児のある行事は、託児
希望の有無、お子さんの
氏名・年齢も記入

〈郵便ハガキ〉
○１ 行事名

○１ ○２ 住所

○３ 氏名（フリガナ）

○４ 年齢

○５ 電話番号

（原則１人１枚）

記

入

例

◇
サ
イ
エ
ン
ス
・
ウ
ィ
ー
ク

　

冬
の
一
般
公
開

　

科
学
実
験
教
室
や
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
、
科
学
ビ
デ
オ
の
上
映

を
行
い
ま
す
。

　
 

・ 

・ 

下
表
の
と
お
り

◇
ク
リ
ス
マ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
津
軽
三

味
線

　

世
界
的
に
も
活
躍
し
て
い
る

福
居
典
美
さ
ん
と
高
橋
孝
さ
ん

の
お
二
人
に
よ
る
競
演
で
す
。

　
 
　

月　

日 

午
後
６
時　

１２

２２

３０

分
〜
８
時　

分
（
６
時
開
場
）

３０

時

内

定

時

（水）

 

曲
目
＝
「
津
軽
じ
ょ
ん
が
ら

節
」、「
津
軽
あ
い
や
節
」、「
十

三（
ト
サ
）
の
砂
山
」、「
津
軽
小

原
節
」
ほ
か 

区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
小
学
四
年
生
以
上

の
方
（
小
・
中
学
生
は
保
護
者

同
伴
） 

一
四
〇
名
（
先
着
順
）

◇
天
文
の
夕
べ
観
望
会

　

プ
レ
ア
デ
ス
星
団
Ｍ　
４５

　
『
枕
草
子
』
に
「
星
す
ば
る
。

ひ
こ
ぼ
し
。
ゆ
ふ
づ
つ
。
…
」

と
記
さ
れ
て
い
る
「
す
ば
る
」

内

対

定

が
プ
レ
ア
デ
ス
星
団
Ｍ　

で
４５

す
。
肉
眼
で
は
お
よ
そ
六
個
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
望
遠

鏡
を
使
う
と
一
〇
〇
個
以
上
も

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
 
　

月　

日 

午
後
６
時
〜

１２

２５

８
時
（
５
時　

分
開
場
） 

区

３０

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
小
学

四
年
生
以
上
の
方
（
小
・
中
学

生
は
保
護
者
同
伴
） 

雨
天
・

曇
天
の
場
合
は
、
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
で「
天
文
の
話
」を
し
ま
す

時

（土）

対

他

〈サイエンス・ウィーク〉
１月６日�１７年１月５日�１２月２７日�１２月２５日�定員時間・内容

サイレンス指令
熱をさぐれ

教えて！ボルタ
先生

不思議が開く科
学のとびら

対決エレクとマ
グネの真剣勝負２２０名科学ビデオ上映

午前１０時２０分～１０時５０分

ＳＴＡＲＢＯＲＮ～地球誕生の物語１４０名プラネタリウム
午前１１時～正午

地球がたいへん
かげのうごきと
太陽、すがたを
かえる水

未来はぼくらの
手に４６億年の贈り物２２０名科学ビデオ上映

午後１時～１時３０分

けんびきょうか
んさつ

フィルムケース
落下傘ビー玉、万華鏡静電気クラゲを

とばそう
各３５～
４０名　

ジュニアコース
午後１時４０分～３時

科
学
実
験
教
室

入浴剤づくりびりりん実験紫キャベツで折
り染め

スイッチＯＮで
回るモーターを
作ろう

チャレンジコース
午後１時４０分～３時

ＳＴＡＲＢＯＲＮ～地球誕生の物語１４０名プラネタリウム
午後３時１５分～４時１５分

（注）１．科学ビデオの内容は変更になる場合があります。２．科学実験教室の対象者は、ジュニアコース＝
５歳以上～小学生低学年、チャレンジコース＝小学生高学年～一般。整理券を午後０時５０分から配布
します。３．プラネタリウムは５歳以上の方が対象です。投影中の入退場はできません。

▲シテ　龍神

 ・ 科学館（清水３‐３‐１３
�３３９６‐４３９１） 無料 当日、
直接会場へ

場 問

費 申

る
「
健
康
な
す
ま
い
」
の
あ
り

方
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
ま

す
。（
区
後
援
）

　
 
　

月　

日 

午
後
１
時　

１２

１８

３０

分
〜
５
時 

荻
窪
地
域
区
民
セ

時

（土）

場

ン
タ
ー
（
荻
窪
２
―　

―　

）

３４

２０

 

講
演
と
住
ま
い
の
相
談
会 

三
〇
名 

五
〇
〇
円（
資
料
代
）

 

・ 

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
（
記
入
例
参
照
）

内

定

費

申

問

で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
住
環
境
ネ
ッ

ト
�
５
３
３
６
‐
６
６
０
４
�

５
３
３
６
‐
６
６
０
９
、
Ｅ
メ

ー
ルin

fo
@
n
p
o
-jy
u
k
a
n
k

y
o
.n
e
t  

へ
（
先
着
順
）

▲高橋　孝 ▲福居　典美

〈高齢者のための就職支援〉
講　師内　容月日

新宿公共職業安定所雇用開発部長
中道　照義

ＮＰＯ法人竹箒の会代表
川井　淳

中高年齢者の求人・求
職状況などについて
期待される高齢者

１７年
１月
８日

ＮＰＯ法人働きたいみんなのネッ
トワーク理事長　　　佐々木　浩

求人情報の探し方・求
人情報誌の読み方１５日

新宿わくワーク職業紹介責任者
楠見　恵子

元気で働き続けるため
の５つのポイント２２日

はつらつワーク稲城所長
松本　善明

ＮＴＴデータマネジメントサービ
ス（株）人事担当部長　　中山　和恵

履歴書・職務経歴書の
書き方・考え方２９日

採用されるために（添
削・コメント）

２月
５日

キャリアカウンセラー
中村　康雄

ＮＴＴデータマネジメントサービ
ス（株）　　　　　　　　植木　栄康

面接の受け方１２日

（模擬面接）１９日

　　　　　　　　楠見　恵子ほか一人ひとりの適正を活
かして（個別相談）２６日

※時間はいずれも、土曜日の午後１時３０分～３時３０分。



声の広報」のお申し込みは広報課へ。
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Ｉ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

養
成
講
座

　

パ
ソ
コ
ン
や
Ｉ
Ｔ
活
用
に
関

す
る
相
談
や
サ
ポ
ー
ト
、
講
習

会
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
な
ど
を
行

う
Ｉ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
、
地
域
で
活
動
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
講
座
で
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て

の
基
礎
や
技
術
を
確
認
し
な
が

ら
、
サ
ポ
ー
ト
活
動
の
実
際
や

ア
ド
バ
イ
ス
す
る
と
き
の
ポ
イ

ン
ト
を
中
心
に
学
び
ま
す
。
受

講
後
は
、
講
習
会
や
パ
ソ
コ
ン

相
談
コ
ー
ナ
ー
で
の
活
動
に
参

加
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
 
　

年
１
月　

日 

・　

日

１７

１９

２０

 

・　

日 

・　

日 

・　

日 

・

２１

２６

２７

　

日 

の
い
ず
れ
も
午
後
２
時

２８〜
４
時
（
計
六
回
） 

柿
木
図

書
館
（
上
井
草
１
―
６
―　

）
１３

 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

　

歳
以
上
で
日
常
的
に
イ
ン
タ

２０ー
ネ
ッ
ト
や
メ
ー
ル
を
利
用
し

て
い
る
方 

一
四
名
（
抽
選
）

 

二
万
円
＋
テ
キ
ス
ト
代
二
〇

〇
〇
円 

往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面

時

（水）

（木）

（金）

（水）

（木）

（金）

場

対

定

費

申

記
入
例
参
照
）
に
昼
間
の
連
絡

先
、キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
の
有
無
、

在
勤
・
在
学
の
方
は
勤
務
先
・

学
校
名
も
書
い
て
、　

月　

日

１２

２３

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
さ
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
〒

　

‐
０
０
２
２
下
井
草
５
―　

１６７

１８

―　

井
荻
書
店
ビ
ル
三
階
）
へ

１５

 

さ
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
�
５
３

０
３
‐
６
５
４
０
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジh
ttp
://w
w
w
.s
a
ra
-p
r

o
je
c
t.o
r.jp

●
連
続
講
座 

か
し
こ
い
消
費
者

　

消
費
者
に
求
め
ら
れ
て
い
る

契
約
の
知
識
や
食
の
安
全
性
に

つ
い
て
、
楽
し
く
学
び
な
が
ら

消
費
者
と
し
て
の
仲
間
づ
く
り

を
す
る
講
座
で
す
。

　
 

・ 

左
表
の
と
お
り 

あ

ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
・
第
一
〜
第

三
教
室
（
荻
窪
５
―　

―　

）

１５

１３

 

区
内
在
住
で
、
原
則
全
回
参

加
で
き
る
方 

三
五
名（
抽
選
）

 

五
〇
〇
円 

・ 

電
話
で
、

　

月　

日
ま
で
に
消
費
者
セ
ン

１２

２２

タ
ー
�
３
３
９
８
‐
３
１
４
１

へ 

託
児
あ
り
（
２
歳
〜
就
学

問
時

内

場

対

定

費

申

問

他

前
）。
申
し
込
み
の
際
、託
児
希

望
と
お
伝
え
く
だ
さ
い

●
杉
並
区
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

ス
ー
パ
ー
文
化
講
演
会

　

戦
前
の
日
本
で
、
永
福
町
に

住
み
、モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
を
学
び
、

朝
鮮
舞
踊
を
巧
み
に
取
り
入

れ
、
世
界
を
魅
了
し
た
、 
美  
貌 
び 
ぼ
う

の
ダ
ン
サ
ー
の
生
涯
を
紹
介
し

ま
す
。（
区
共
催
）

　
 
　

年
２
月　

日 

午
後
２

１７

１９

時
開
演
（
１
時
開
場
） 

セ
シ

オ
ン
杉
並（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

 

第
一
部
＝
韓
国
舞
踊
（
朴
貞

子
と
Ｊ
Ｐ
ス
タ
ジ
オ
）
▽
第
二

部
＝
映
画
「
伝
説
の
舞
姫
〜
崔

承
喜
」（
解
説
＝
小
林
亜
星
） 

五
六
八
名 

当
日
券
三
〇
〇
〇

円
、
前
売
り
二
〇
〇
〇
円
（
高

校
生
一
〇
〇
〇
円
） 

郵
送
＝

申
込
人
数
分
料
金
と
住
所
・
氏

名
を
書
い
た
返
信
用
封
筒
（
八

〇
円
切
手
を
は
っ
た
も
の
）
を

同
封
の
上
、
杉
並
文
化
村
（
〒

　

‐
８
５
６
０
天
沼
３
―　

―

１６７

１０

２
）
へ
▽
窓
口
販
売
＝
販
売
開

始
＝　

月　

日 

午
後
１
時
①

１２

１７

文
化
・
交
流
協
会
文
化
係
（
上

荻
３
―　

―
５
杉
並
会
館
内
）

２９

＝
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
②
区
役

所
一
階
コ
ミ
ュ
か
る
シ
ョ
ッ
プ

＝
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
③

３０

時

（土）
場

内

定

費

申

（金）

セ
シ
オ
ン
杉
並
＝
開
館
日
の
午

前
９
時
〜
午
後
８
時 

杉
並
文

化
村
事
務
局
・
渡
辺
�
３
２
２

０
‐
０
０
２
１ 

手
話
通
訳
・

要
約
筆
記
あ
り

◇
区
民
五
〇
組
一
〇
〇
名
を
無

料
招
待

　
 

往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入

例
参
照
）
で
、　

月　

日
（
必

１２

２４

着
）
ま
で
に
社
会
教
育
セ
ン
タ

ー
（
〒　

‐
０
０
１
１
梅
里
１

１６６

―　

―　

）
へ
（
抽
選
） 

社

２２

３２

会
教
育
セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
７

‐
６
６
２
１

●
ゆ
う
杉
並
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

企
画 

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
タ

　

プ
ロ
の
声
優
を
講
師
に
迎
え

て
、
声
優
と
い
う
仕
事
に
つ
い

て
の
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
や
、
実
際

に
ア
ニ
メ
を
使
っ
て
の
声
優
体

験
を
行
い
ま
す
。

　
 
　

月　

日 

午
後
３
時　

１２

１８

３０

分
〜
６
時　

分 

児
童
青
少
年

４５

セ
ン
タ
ー 

第
一
部
＝
ト
ー
ク

ラ
イ
ブ
「
声
優
っ
て
こ
ん
な
仕

事
」
▽
第
二
部
＝
ア
テ
レ
コ
体

験
講
座
〜
実
際
に
声
優
体
験
を

し
て
み
よ
う
〜 

俳
協
所
属
・

伊
藤
健
太
郎
（
代
表
作
「
と
っ

と
こ
ハ
ム
太
郎
」、「
機
動
戦
艦

ナ
デ
シ
コ
」） 

中
・
高
校
生 

第
二
部
の
み
一
〇
名
程
度 

無

料 

電
話
ま
た
は
直
接
、　

月
１２

　

日
ま
で
に
児
童
青
少
年
セ
ン

１７タ
ー
（
荻
窪
１
―　

―
３
�
３

５６

３
９
３
‐
４
７
６
０
）
へ 

同

セ
ン
タ
ー

住
民
記
者
養
成
講
座

　

自
ら
報
道
す
る
住
民
、
事
実

を
確
か
め
て
意
見
発
表
す
る
住

民
を
養
成
す
る
講
座
で
す
。（
区

後
援
）

　
 
　

年
２
月
５
日 

･　

日

１７

２６

問

他

申

問

時

（土）場

内

師
対

定
費

申

問

時

（土）

 

、
３
月　

日 

の
い
ず
れ
も

１９

午
後
２
時
〜
４
時
（
計
三
回
）

 

阿
佐
谷
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

（
阿
佐
谷
南
１
―　

―　

） 

４７

１７

元
読
売
新
聞
記
者
・
山
口
正
紀
、

元
産
経
新
聞
記
者
・
松
沢
弘 

二
〇
名
（
選
考
） 

一
〇
〇
〇

円 

往
復
ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ク
ス

（
３
面
記
入
例
参
照
）
に
応
募

動
機
も
書
い
て
、　

月　

日（
必

１２

２１

着
）
ま
で
に
公
園
づ
く
り
紙
上

会
議
メ
ー
ル　

番
（
〒　

‐
０

２０

１６６

０
０
４
阿
佐
谷
南
１
―　

―　
４７

１７

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
�
５
３
０
６
‐
６
５
９
７
）

へ 

公
園
づ
く
り
紙
上
会
議
・

小
川
�
３
３
９
３
‐
７
３
４
１

視
覚
障
害
者
移
動
介
護

従
業
者
（
ガ
イ
ド
ヘ
ル

パ
ー
）
養
成
研
修

　

支
援
費
制
度
が
始
ま
り
、
障

害
者
の
移
動
介
護
を
す
る
に
あ

た
っ
て
の
従
事
者
の
要
件
が
定

め
ら
れ
ま
し
た
。
区
で
は
都
の

指
定
を
受
け
、
移
動
介
護
従
業

者
の
養
成
研
修
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
全
課
程
出
席

し
た
方
に
は
修
了
証
明
書
を
発

行
し
ま
す
。

　
 

・ 

右
下
表
の
と
お
り 

　

年
１
月　

日 

＝
高
円
寺
障

１７

２９

害
者
交
流
館
（
高
円
寺
南
２
―

　

―　

）、　

日
�
・　

日
�
、２

２４

１８

３０

３１

月
５
日 

＝
障
害
者
福
祉
会
館

（
高
井
戸
東
４
―　

―
５
） 

１０

介
護
福
祉
士
、
ヘ
ル
パ
ー
１
〜

３
級
、
訪
問
介
護
員
の
資
格
を

有
す
る
方 

二
五
名
（
抽
選
）

 

無
料
（
保
険
料
、
テ
キ
ス
ト

代
、
交
通
費
は
実
費
、
三
〇
〇

〇
円
程
度
） 

往
復
ハ
ガ
キ（
３

面
記
入
例
参
照
）に
生
年
月
日
、

職
業
、
持
っ
て
い
る
資
格
も
書

い
て
、　

年
１
月
５
日
（
必
着
）

１７

ま
で
に
障
害
者
福
祉
会
館
養
成

（土）

（土）

場

師定

費

申問時

内

場

（土）

（土）

対

定

費

申

講
座
担
当（
〒　

‐
０
０
７
２
高

１６８

井
戸
東
４
―　

―
５
）
へ 

同

１０

会
館
�
３
３
３
２
‐
６
１
２
１

「
す
ぎ
な
み　

し
ゃ
べ

り
場
」
特
別
編

�
じ
ょ
う
ず
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
講
座

　

会
社
や
学
校
で
、
ま
た
家
族

や
お
友
だ
ち
と
、
も
っ
と
じ
ょ

う
ず
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
あ

な
た
。
楽
し
く
学
ん
で
、
日
々

の
生
活
に
い
か
し
ま
し
ょ
う
。

　
 

・ 

下
表
の
と
お
り 
　
１６

歳
〜　

歳
く
ら
い
の
方 

三
〇

３５

名
（
抽
選
） 

無
料 

ハ
ガ
キ
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

（
３
面
記
入
例
参
照
）
で
、　
１２

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
社
会

２６
教
育
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０

１６６

１
１
梅
里
１
―　

―　

�
３
３

２２

３２

１
７
‐
６
６
２
０
Ｅ
メ
ー
ルs

h

a
k
y
o
-c
@
c
ity
.s
u
g
in
a
m

i.lg
.jp

）
へ 

途
中
か
ら
の
参

加
も
で
き
ま
す
。
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

�
す
ぎ
な
み
し
ゃ
べ
り
場

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座

終
了
後
、
引
き
続
き
８
時
か
ら

問

時

内

対
定

費

申

他

「
し
ゃ
べ
り
場
」
を
開
催
し
ま

す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講

座
に
参
加
す
る
方
は
も
ち
ろ

ん
、
し
ゃ
べ
り
場
だ
け
の
参
加

も
で
き
ま
す
。
新
し
い
お
友
だ

ち
が
で
き
た
り
、
み
ん
な
で
楽

し
く
話
せ
る
自
由
な
空
間
で

す
。
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
 
　

年
１
月　

日
〜
３
月　

１７

１２

３０

日
毎
週
水
曜
日
の
午
後
８
時
〜

９
時
（
３
月　

日
・　

日
は
午

２３

３０

後
６
時
〜
９
時
） 
　

歳
〜　

１６

３５

歳
く
ら
い
の
方 

問
い
合
わ
せ

時

対
申

の
上
、
当
日
直
接
会
場
へ

☆

　
 

産
業
商
工
会
館
（
阿
佐
谷

南
３
―
２
―　

） 

社
会
教
育

１９

セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
７
‐
６
６

２
１

　
　

月
１

１２
日
付
広
報

６
面
、「
荻
窪
駅
北
口
有
料
制
自

転
車
駐
車
場
の
定
額
利
用
者
を

募
集
し
ま
す
」
表
題
の
「
定
額

利
用
者
」
は
「
定
期
利
用
者
」

の
誤
り
で
し
た
。

場

問

〈視覚障害者移動介護従業者養成研修〉
科　目時　間月日

開校式・オリエンテー
ション

午前９時～
９時３０分

１７年
１月
２９日（土）

視覚障害者の疾病・障
害の理解

午前９時３０分～
１１時３０分

障害者（児）の心理午前１１時３０分～
午後０時３０分

移動介護の基礎知識午後１時３０分～
３時３０分

ガイドヘルパーの制度
と業務

午後３時３０分～
４時３０分

演習・移動介護の基本
技術午前１０時～正午

３０日（日）
演習・屋内の移動介護午後１時～３時

演習・屋外の移動介護午前１０時～
午後３時３１日（月）

演習・応用技術午後４時～５時
閉校式・修了証明書授
与午後３時～４時２月

５日（土）

〈かしこい消費者〉
講　師内　容月　日

生活経済課長、消費
者センター職員

オリエンテーション
消費者相談の現状

１７年
１月１８日（火）

全国消費生活相談員
協会

契約の基礎知識Ⅰ～契約
のルール、消費者契約法　　２５日（火）

契約の基礎知識Ⅱ～悪質
商法、特定商取引法２月１日（火）

契約の基礎知識Ⅲ～情報
社会の注意点　　３日（木）

契約の基礎知識Ⅳ～消費
者信用取引　　１０日（木）

金融・保険・年金　　１５日（火）
被害者救済・消費者啓発　　２２日（火）

消費者グループ代表茶話会～消費者グループ
と語ろう　　２３日（水）

都消費生活総合セン
ター、消費者啓発員

食の安全性Ⅰ～食品表示
の基礎知識３月１日（火）

保健所職員食の安全性Ⅱ～遺伝子組
換食品、食品添加物など　　８日（火）

弁護士　村　千鶴子特別講座「これからの消
費者と法」　　１５日（火）

※時間はいずれも、午前１０時～正午。

〈じょうずなコミュニケーション講座〉
講　師内　容月日

講師全員じょうずなコミュニケーション
って？

１７年
１月１２日

カウンセリングルーム
「ウォーム」

岡本　二美代
自分のことが好きですか？１９日

カウンセリング・スペ
ース「さくら」
　　　　　田中　典子

緊張していない？ほぐすの簡単２６日

脚本読みで自分を解放しよう２月２日

心の談話室「太陽」
吉田　壽生尊敬語・謙譲語・丁寧語９日

吉田　壽生
落語家　柳家　小団冶

落語に学ぶじょうずなコミュニ
ケーションのとり方１６日

日本家族カウンセリン
グ協会　　松尾　淑子

高瀬　秀子

言葉にはプラスとマイナスがあ
る！？２３日

いつまでも良い関係でいたい３月２日
岡本　二美代≪実践編≫場の空気をよむ○１ ９日
吉田　壽生≪実践編≫場の空気をよむ○２ １６日

※時間はいずれも、水曜日の午後６時３０分～８時。

訂
正
と
お
わ
び

▲朴貞子 ▲崔承喜

　年始の法律・家事・税務相談は１７年１月５日（水）から
実施します。これらは通常１週間前から予約を受け付
けていますが、１７年１月５日～７日の実施分は１２月２２
日～２４日の同じ曜日（同じ曜日が休日の場合は、その
翌日。法律相談は毎日、家事相談は火曜日、税務相談
は木曜日）から受け付けます。
　 電話で、相談予約専用電話�５３０７‐０６１７へ 区
政相談課 年内の予約相談は１２月２７日までです
申 問

他

法律・家事・税務相談 年始分の予約受付
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平
成　

年
度
学
童
ク
ラ

１７

ブ
入
会
児
童

　

学
童
ク
ラ
ブ
は
、
保
護
者
が

就
労
・
病
気
な
ど
に
よ
り
、
昼

間
留
守
に
な
る
家
庭
の
児
童
を

対
象
に
し
た
下
校
後
の
生
活
の

場
で
す
。
区
内
に
四
七
カ
所
あ

り
、
お
子
さ
ん
が
楽
し
く
安
心

し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、
遊
び
や

集
団
生
活
を
中
心
と
し
た
運
営

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
 

入
会
期
間
＝　

年
４
月
〜

１７

　

年
３
月
▽
運
営
時
間
＝
月
曜

１８〜
金
曜
日
＝
下
校
時
〜
午
後
６

時
（
夏
休
み
な
ど
学
校
休
業
日

＝
午
前
８
時　

分
〜
午
後
６

３０

時
）、土
曜
日
＝
午
前
８
時　

分
３０

時

〜
午
後
５
時 

区
内
在
住
ま
た

は
在
学
の
小
学
一
〜
四
年
生
。

た
だ
し
、
心
身
に
障
害
が
あ
る

な
ど
の
理
由
で
延
長
が
必
要
と

認
め
ら
れ
る
児
童
は
六
年
生
ま

で
（
高
円
寺
北
学
童
ク
ラ
ブ
で

は
重
度
重
複
障
害
の
お
子
さ
ん

を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
） 

月

額
三
〇
〇
〇
円
（
お
や
つ
代
月

額
一
八
〇
〇
円
を
別
途
自
己
負

担
）。
と
も
に
減
額
・
免
除
制
度

が
あ
り
ま
す 
　

年
１
月
５
日

１７

〜　

日
（
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

２５
ま
で
に
入
会
を
希
望
す
る
学
童

ク
ラ
ブ
に
、
入
会
資
格
・
手
続

き
な
ど
を
問
い
合
わ
せ
の
上
、

入
会
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添

え
て
、
直
接
希
望
学
童
ク
ラ
ブ

へ
。
入
会
申
請
書
は　

月　

日

１２

１１

か
ら
各
学
童
ク
ラ
ブ
で
配
布
し

ま
す
（
日
曜
・
祝
日
・　

月　
１２

２８

日
〜　

年
１
月
４
日
を
除
く
）

１７

 

各
学
童
ク
ラ
ブ
ま
た
は
児
童

青
少
年
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
３

‐
４
７
６
０ 

①
申
請
書
は
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
り
出

せ
ま
す
が
、
申
し
込
み
の
際
は

事
前
に
希
望
学
童
ク
ラ
ブ
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
②
各
学
童
ク
ラ

ブ
の
連
絡
先
は
「
く
ら
し
の
ガ

イ
ド
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
③
初

め
て
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
に

は
、
面
接
を
行
い
ま
す

「
専
門
点
訳
者
実
践
養

成
講
座
」
後
期
受
講
生

　
 

・ 
　

年
１
月　

日 

〜

１７

１４

３
月　

日 

①
実
践
＝
月
曜
日

２６

の
午
後
１
時　

分
〜
②
音
楽
＝

３０

水
曜
日
の
午
後
１
時　

分
〜
③

３０

日
本
語
基
礎
＝
金
曜
日
の
午
後

１
時　

分
〜
④
情
報
処
理
・
理

３０

数
＝
土
曜
日
の
午
後
１
時
〜
�

点
字
教
科
書
制
作
＝
２
月　

日
２６

 

午
後
１
時
〜
５
時
／
①
②
④

の
三
講
座
は
一
回
三
時
間
、
計

対

費

申

問

他

時

内

（金）

（土）

（土）

七
回
、
④
の
み
計
五
回
、
③
は

一
回
二
時
間
、
計
一
〇
回
（
区

後
援
） 

視
覚
障
害
者
支
援
総

合
セ
ン
タ
ー
四
階
（
上
荻
２
―

　

―　

Ｋ
ｅ
ｉ
ビ
ル
） 

・ 

３７

１０

③
は
点
字
を
修
得
し
よ
う
と
す

る
方（
一
五
名
以
内
）。
①
②
④

は
日
本
語
点
字
を
修
得
し
た
点

訳
経
験
の
あ
る
方
（
各
一
〇
名

以
内
）。⑤
は
点
字
に
精
通
し
て

い
る
方（
一
五
名
以
内
）。
特
に

①
は
、
実
際
に
パ
ソ
コ
ン
の
点

訳
を
行
っ
て
い
る
点
訳
歴
三
〜

五
年
位
の
方 

無
料
（
教
材
費

は
実
費
） 

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
募
集
要
項

送
付
先
を
連
絡
の
上
、　

月　
１２

２５

日
ま
で
に 

視
覚
障
害
者
支
援

総
合
セ
ン
タ
ー
�
５
３
１
０
‐

５
０
５
１　

５
３
１
０
‐
５
０

FAX

５
３
、
Ｅ
メ
ー
ルm

a
il@
s
ie

n
c
e
n
te
r.o
r.jp

へ 

同
セ

ン
タ
ー
・
三
上

区
立
成
田
図
書
館
を 

運
営
す
る
法
人

　

成
田
図
書
館
を
運
営
す
る
法

人
を
公
募
し
ま
す
。
業
務
内
容

は
、
貸
出
・
返
却
、
書
架
整
理
、

簡
易
な
調
査
・
相
談
な
ど
の
利

用
者
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
多
目
的

室
の
貸
出
な
ど
の
施
設
管
理
な

ど
で
、
区
か
ら
提
示
す
る
仕
様

書
に
も
と
づ
き
ま
す
。

　
 

事
業
委
託
期
間
＝　

年
４

１７

月
〜　

年
３
月
▽
対
象
施
設
＝

１８

成
田
図
書
館
（
成
田
東
３
―　
２８

―
５
）
▽
選
定
方
法
＝
公
募
要

項
に
も
と
づ
く
企
画
提
案
（
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
）
方
式 

都
内
の

二
つ
以
上
の
区
で
教
育
委
員
会

所
管
の
図
書
館
を
受
託
し
た
実

績
の
あ
る
法
人 

・ 

中
央
図

書
館
�
３
３
９
１
‐
４
８
０
０

へ
（
応
募
資
格
を
確
認
の
上
、

公
募
要
項
を
送
付
し
ま
す
）

場

対

定

費
申（社）

問

内

対

申

問

● 

サ
ン
フ
レ
ン
ズ 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
送
迎
バ
ス

運
転
手

　
 

送
迎
バ
ス
の
運
転
、
利
用

者
の
介
護
▽
勤
務
先
＝
上
井

草
・
永
福
・
和
田
・
和
泉
・
松

ノ
木
ふ
れ
あ
い
の
家
▽
勤
務
時

間
＝
午
前
三
時
間
と
午
後
四
時

間
程
度
（
週
三
日
）
▽
資
格
＝

　

歳
ま
で
の
健
康
な
方
で
安
全

６５運
転
に
自
信
が
あ
り
事
業
所
の

近
隣
在
住
の
方
▽
募
集
人
数
＝

一
〇
名
▽
勤
務
開
始
日
＝　

年
１７

３
月
中
旬
▽
時
給
＝
九
〇
〇
円

〜
（
普
通
二
種
、
大
型
二
種
免

許
取
得
者
優
遇
） 

・ 
　

月
１２

　

日
ま
で
に
、
写
真
を
は
っ
た

２０履
歴
書
を
サ
ン
フ
レ
ン
ズ
事
務

課
（
〒　

‐
０
０
２
３
上
井
草

１６７

３
―　

―　

�
３
３
９
４
‐
９

３３

１０

８
３
３
）
へ
郵
送

 
●
リ
フ
ォ
ー
ム
や
増
築
に 

住
宅
修
築
資
金
融
資
あ

っ
せ
ん

　

区
民
の
方
が
住
宅
の
修
繕
や

増
築
を
行
う
た
め
の
資
金
の
融

資
を
、
契
約
金
融
機
関
に
低
利

で
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
。
申

し
込
み
資
格
な
ど
が
あ
り
ま
す

の
で
、
工
事
に
入
る
前
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
 

融
資
あ
っ
せ
ん
限
度
額
＝

三
〇
〇
万
円
（
高
齢
者
な
ど
が

同
居
す
る
世
帯
、
耐
震
改
修
工

事
は
五
〇
〇
万
円
）
▽
本
人
負

担
利
率
＝
１
・　

％
（
固
定
金

３９

利
）
※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
▽
返
済
期
間
＝
七
年
以

内
（
三
〇
〇
万
円
を
超
え
る
場

合
は
、
一
〇
年
以
内
）
▽
住
宅

の
延
べ
床
面
積
＝
一
六
五
㎡

（福）内

申

問

内

以
下
（
高
齢
者
同
居
な
ど
は
二

四
〇
㎡
以
下
） 

申
込
者
の
要

件
＝
①
区
内
居
住
一
年
以
上
で

自
己
所
有
（
親
な
ど
の
名
義
も

可
）
の
住
宅
に
居
住
し
て
い
る

こ
と
②　

歳
以
上
で
返
済
完
了

２０

時　

歳
未
満
③
昨
年
の
所
得
金

７０
額
が
一
〇
〇
万
円
以
上
一
二
〇

〇
万
円
未
満 

住
宅
課

住
ま
い
の
修
繕
・
増
改

築
無
料
相
談

　

高
齢
者
の
方
の
た
め
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
工
事
、
自
宅
の
リ
フ

ォ
ー
ム
な
ど
、
住
宅
の
修
繕
や

増
改
築
に
つ
い
て
の
あ
ら
ゆ
る

相
談
に
、
経
験
豊
か
な
区
内
建

設
業
者
が
応
じ
ま
す
。

　
 

毎
週
月
曜
日
と
金
曜
日
午

後
１
時
〜
４
時 

区
役
所
一
階

ロ
ビ
ー 

無
料 

当
日
、
直
接

会
場
へ 

住
宅
課

私
道
街
路
灯
の
電
気
料

を
助
成

　

町
会
や
自
治
会
な
ど
が
私
道

上
に
設
置
し
た
街
路
灯
で
、
公

共
性
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は

電
気
料
を
助
成
し
ま
す
。

　
 

電
話
で
、　

月　

日
ま
で

１２

２５

に
維
持
課
街
路
灯
係
�
３
３
１

５
‐
４
１
７
８
へ 

同
係

１
月
の
出
張
教
育
相
談
室

　

済
美
教
育
研
究
所
で
は
、
子

ど
も
の
教
育
に
関
す
る
悩
み

に
、
専
門
的
な
立
場
か
ら
、
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
助
言
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
原
則
第
二
木

曜
日
に
出
張
教
育
相
談
室
を
開

設
し
、
二
名
の
教
育
相
談
員
が

個
別
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
１
月
の
開
設
日
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
 
　

年
１
月　

日 

の
午
前

１７

１３

９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４

申
問

時

場

費

申

問

申

問

時

（木）

時 

井
草
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

（
下
井
草
５
―
７
―　

） 

区

２２

内
の
幼
児
・
小
学
生
・
中
学
生

の
保
護
者
と
関
係
者 

無
料 

前
日
ま
で
に
、
済
美
教
育
研
究

所
�
３
３
１
１
‐
０
０
２
１
へ

電
話
予
約 

同
研
究
所 

当
日

は
会
場
で
も
受
け
付
け
ま
す

が
、
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す

在
宅
患
者
の
使
用
済
み
注

射
針
を
回
収
し
て
い
ま
す

　

杉
並
区
薬
剤
師
会
で
は
、
在

宅
医
療
を
受
け
る
方
が
自
宅
で

使
用
し
た
注
射
針
を
安
全
に
廃

棄
で
き
る
よ
う
に
、
薬
局
で
使

用
済
み
注
射
針
を
回
収
す
る
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
回
収
方

法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
「
使
用
済
み
注
射
針
回
収
薬

局
」
の
表
示
の
あ
る
薬
局
で
注

射
針
を
購
入
し
た
際
、
保
管
容

器
を
お
渡
し
し
ま
す
。

②
自
宅
で
使
用
し
た
注
射
針
を

保
管
容
器
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

③
保
管
容
器
が
い
っ
ぱ
い
に
な

っ
た
ら
、
購
入
し
た
薬
局
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
 
 

杉
並
区
薬
剤
師
会
�
３

３
９
３
‐
３
０
８
０
ま
た
は
清

掃
管
理
課
清
掃
計
画
係

は
り
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
で

リ
ラ
ッ
ク
ス

　

各
敬
老
会
館
で
は
、
は
り
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
い
ま
す
。
疲
れ
た
体
を
は

り
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
ほ
ぐ
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

肩
こ
り
・
腰
痛
な
ど
で
お
困
り

の
方
は
、
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

　

毎
月
１
日
か
ら
予
約
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
１
月
は
５
日

�
（
阿
佐
谷
北
の
み　

月　

日

１２

２１

場

対

費

申

問

他

問
（社）

 

）
か
ら
予
約
を
受
け
付
け
ま

す
。

　
 

各
敬
老
会
館 

区
内
在
住

の　

歳
以
上
の
方 

各
回
一
二

６０
名 

一
回
七
〇
〇
円 

毎
月
１

日
よ
り
各
敬
老
会
館
で
受
付

（
先
着
順
） 

高
齢
者
施
策
課

い
き
が
い
活
動
支
援
係 

①
原

則
、
一
カ
月
に
一
回
の
利
用
で

す
②　

月　

日
・　

日
・　

日

１２

２３

２８

２９

の
施
術
は
お
休
み
し
ま
す

★
冬
至
の
日
、 
柚  
子 
湯
の
入
浴

ゆ 

ず

サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
（
小
学

生
以
下
無
料
）

　

柚
子
を
入
れ
た
ぜ
い
た
く
な

湯
で
す
。
大
人
の
方
に
は
、
く

じ
引
き
が
あ
り
ま
す
。

　
 
　

月　

日 

開
業
時
間
〜

１２

２１

終
業
時
間
ま
で 

区
内
の
各
公

衆
浴
場 

当
日
、
直
接
各
公
衆

浴
場
へ 

都
公
衆
浴
場
組
合
杉

並
支
部
・
石
原
�
３
３
３
４
‐

８
４
０
２
（
正
午
以
降
）
へ

★
調
理
師
業
務
従
事
者
届
出
の

該
当
年
で
す

　

調
理
師
業
務
従
事
者
届
は
、

調
理
師
法
に
定
め
ら
れ
た
二
年

ご
と
の
届
出
で
す
。
都
内
在
勤

（
調
理
業
務
）
の
調
理
師
の
方

は
、
都
内
の
保
健
所
か
ら
届
出

（火）
場

対定

費

申

問

他

時

（火）場

申問

用
ハ
ガ
キ
を
受
け
取
り
、　

月
１２

　

日
現
在
の
調
理
師
業
務
従
事

３１状
況
を
、　

年
１
月　

日
ま
で

１７

１５

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
 

東
京
都
福
祉
保
健
局
健
康

安
全
室
健
康
安
全
課
�
５
３
２

０
‐
４
３
５
８ 

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジh
ttp
://w
w
w
.fu
k
u
s
h
i

h
o
k
e
n
.m
e
tro
.to
k
y
o
.jp
/

★
産
業
廃
棄
物
は
正
し
く
処
理

さ
れ
て
い
ま
す
か

　

産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
な

ど
、
不
適
正
処
理
が
あ
と
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
産
業
廃
棄
物
は
排

出
事
業
者
が
責
任
を
も
っ
て
適

正
に
処
理
す
る
こ
と
が
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

産
業
廃
棄
物
の
処
理
委
託
手

順
は
次
の
と
お
り
で
す
。

排
出
事
業
者
は
、

①
許
可
を
受
け
た
産
業
廃
棄
物

収
集
運
搬
業
者
、
処
分
業
者
そ

れ
ぞ
れ
と
書
面
で
委
託
契
約
を

結
ぶ
。

②
業
者
に
産
業
廃
棄
物
を
引
き

渡
す
際
、
管
理
票
（
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
）
を
交
付
す
る
。

③
最
終
処
分
ま
で
適
正
に
処
理

さ
れ
た
こ
と
を
、
業
者
か
ら
送

付
さ
れ
た
管
理
票
で
必
ず
確
認

す
る
。

　
 

東
京
都
環
境
局
産
業
廃
棄

物
対
策
課
�
５
３
８
８
‐
３
５

８
６ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
:/

/w
w
w
2
.k
a
n
k
y
o
.m
e
tro

.to
k
y
o
.jp
/s
a
n
p
a
i/

問

他

問
他

〈はり・マッサージ〉
敬老会館実施日

井草・和泉・高円寺南・
西荻北・上高井戸・久
我山・浜田山・荻窪東

第２
火曜日

堀ノ内松ノ木・高円寺
北・方南・荻窪・和泉・
桃井・高井戸東・井草
中央・久我山

第４
火曜日

上荻窪・梅里堀ノ内・
馬橋・四宮・天沼・和
田中央・高井戸西・善
福寺・大宮堀ノ内

第２
木曜日

下高井戸・西田・阿佐谷
・大宮前・高円寺東・
下井草・永福・荻窪東

第４
木曜日

阿佐谷北毎週水曜日
※都合により実施日を変更することが
あります。電話番号などは「くらしの
ガイド」１５８ページ、「高齢者のしお
り」３７ページをご確認ください。

　最近、区内在住の高齢者宅をねらって区役所職員を名乗る男性に
よる訪問詐欺未遂事件が発生しています。「今受け取っている年金
に高齢者加算がつくことが判明しました。手続きは区が代行しまし
たので、至急手数料をお支払いください」という内容のものです。こ
うした請求はまったく根拠のないものです。訪問を受けた場合は、
お金の支払いを拒否し、ただちに最寄の警察署にご連絡ください。

――問い合わせは、国民年金課年金給付係�５３０７‐０６４６へ。

区職員を装う詐欺に注意！区職員を装う詐欺に注意！
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杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

平成１６（２００４）年��月��日（土曜日）

　このコーナーでは、各地域の集会施設運営
協議会が企画した講座や、委員の皆さんが取
材したまちの話題を中心に、地域の情報をお
届けします。

●　

〜
３
月
の
催
し
と
教
室

１２

　

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
と
区
民

集
会
所
で　

〜
３
月
に
開
催
す

１２

る
催
し
と
各
種
教
室
（
左
表
）

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
催
し
は
、
記

事
中
の
申
込
方
法
（
申
込
先
は

７
面
下
参
照
）
で
、
各
種
教
室

は
、
往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入

例
参
照
）
で
、
表
中
の
各
締
切

日
（
必
着
）
ま
で
に
該
当
の
施

設
へ
（
抽
選
）。

　

詳
し
い
内
容
や
託
児
の
有
無

に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、

直
接
該
当
の
施
設
へ
。

時
開
演 

出
演
＝
佐
々
木
襄 

八
〇
名 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
記
入
例
参
照
）
で
、　
１２

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
永
福

２４
和
泉
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
へ

 
食
事
と
運
動
で
無
理
な

く
ダ
イ
エ
ッ
ト 

―
ス
リ
ム
に
な
る
た
め
の
健

康
法

　

「
一
日
の
摂
取
カ
ロ
リ
ー
」

「
お
い
し
く
食
べ
て
ダ
イ
エ
ッ

ト
」「
生
活
の
中
で
の
楽
々
運
動

で
体
脂
肪
を
消
費
す
る
方
法
」

を
体
験
し
、
肥
満
と
生
活
習
慣

病
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
男
性
も

大
歓
迎
で
す
。

　
 
　

年
１
月　

日 

・　

日

１７

２７

２８

 

・　

日 

の
い
ず
れ
も
午
後

２９

１
時　

分
〜
３
時　

分 

田
上

３０

３０

久
美
子
・
佐
藤
志
津
子 

全
回

出
席
で
き
る
方 

三
〇
名
（
抽

選
） 

七
〇
〇
円 

往
復
ハ
ガ

キ
（
３
面
記
入
例
参
照
）
で
、

　

年
１
月　

日
（
必
着
）
ま
で

１７

１０

に
同
セ
ン
タ
ー
へ 

荻
窪
地
域

集
会
施
設
運
営
協
議
会
�
３
３

９
８
‐
９
１
２
７ 

持
ち
物
な

ど
＝
電
卓（　

日
）、エ
プ
ロ
ン
・

２７

ふ
き
ん
・
手
ふ
き
（　

日
）、
運

２８

動
が
で
き
る
服
装
（　

日
）

２９

ア
ー
ト
展
作
品
募
集

　
 
　

年
３
月　

日 

・　

日

１７

１２

１３

 

（
搬
入
は　

日 

・　

日 

、

１０

１１

搬
出
は　

日
午
後
４
時
以
降
に

１３

出
品
者
に
て
お
願
い
し
ま
す
）

 

募
集
作
品
＝
�
絵
画
＝
油

絵
・
日
本
画
・
水
彩
画
・
水
墨
画
・

版
画
・
デ
ッ
サ
ン
・
ク
ロ
ッ
キ

ー
な
ど
（　

号
程
度
）
�
彫
刻

１０

＝
木
・
金
属
・
石
な
ど
（
縦
横

高
さ
一
m
）
�
工
芸
＝
陶
芸
・

木
竹
工
芸
・
彫
金
・
染
色
な
ど

内

定

費

申

荻 
 
窪
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時

（木）

（金）

（土）

師対

定

費

申問他

時

（土）

（日）

（木）

（金）

内

�
写
真
（
四
つ
切
以
下
）
�
書

道
（
半
切
り
程
度
ま
で
）
／
同

一
種
目
の
作
品
出
品
に
つ
い
て

は
一
人
一
点
を
原
則
と
し
、
多

種
目
の
作
品
の
併
出
は
可
。
�

〜
�
以
外
の
部
門
の
作
品
に
つ

い
て
も
ご
相
談
く
だ
さ
い 

区

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方 

　

年
１
月　

日
ま
で
に
同
セ
ン

１７

２７

タ
ー
へ 

荻
窪
地
域
集
会
施
設

運
営
協
議
会
�
３
３
９
８
‐
９

１
２
７

男
性
専
科

　

す
て
き
な
中
年
時
代
を
過
ご

す
準
備
を
そ
ろ
そ
ろ
は
じ
め
ま

せ
ん
か
。

　
 

�　

年
１
月　

日 

�
２

１７

２９

月　

日 

の
い
ず
れ
も
午
後
１

２６
時
〜
３
時 

�
「
素
敵
な
中
年

時
代
へ
の
入
門
」
＝
講
師
の
ギ

タ
ー
演
奏
を
交
え
て
の
お
話
�

「
オ
シ
ャ
レ
な
中
年
ラ
イ
フ
」

＝
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
と

自
分
ら
し
い
オ
シ
ャ
レ
を
学
ぶ

 

①
ギ
タ
ー
リ
ス
ト
・
荘
村
清

志
②
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
・
千
葉
典
子 

二
回

と
も
出
席
で
き
る
男
性 

八
〇

名 

①
無
料
②
三
〇
〇
円
（
資

料
代
） 

往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面

記
入
例
参
照
）
で
、　

年
１
月

１７

対
申

問

時

（土）

（土）
内

師

対定

費

申

〈１２～３月の各種教室〉
申込締切費用開催日・時間教室・講座名・内容／講師（定員）

●永福和泉地域区民センター（〒１６８‐００６３　和泉３‐８‐１８）

１月１５日１００円(保険
料を含む）

１月２９日（土）
午前９時～正午

トレーニング機器講習会～トレーニング室を利用するため
の事前講習会（写真１枚３cm×２.５cm持参)／小島敬子
※タオル、室内履き持参

（１５歳以上で、中学校を卒業している方・１２）
●高円寺地域区民センター（〒１６６‐００１１　梅里１‐２２‐３２）

１２月２０日無料
１月１４・２１・２８日、２月４
日・１１日（いずれも（金））   
午後１時３０分～３時３０分

古典「万葉集を読む」～ゆっくり時間をかけて古典を学ん
でみませんか／貝瀬弘子

（３０）

●阿佐谷地域区民センター（〒１６６‐０００４　阿佐谷南１‐４７‐１７）

　　無料１２月１８日（土）
午後２時～３時

土ようえほんとおはなしの会～寒い季節にお話を聞いてホ
ットな時をすごしませんか／ＯＲＣＡわーるど（参加自由）

１２月２４日
３９０円（毎
回・保険料
を含む） 

１月１５・２２・２９日（いずれ
も（土））
午前８時３０分～１０時４５分

アクアエクササイズ～水と楽しみながら健康のお話も／　
(会場・講師=トーアセントラルフィットネスクラブ ）      
   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （３５）

●西荻地域区民センター（〒１６７‐００３４　桃井４‐３‐２）

１２月２０日１０００円
（材料費）

1月８・１５・２２日(いずれも
（土）計３回)  

午前１０時～正午

親子で文字遊び（刻字）～新しい年への気持ちを文字にし
て、刻（ほ）って飾ってみませんか。(親子で共作）小学生
高学年以上で彫刻刀を使用できる場合は子どもだけでも参
加できます／柴田静敬　　　　　　　　　　　　　　（３０）

１２月２５日無料
1月２０・２７日(いずれも（木）計
２回)

午後１時～３時

「声と健康」入門～姿勢を正しく美しい声でお話ししまし
ょう。だれでも自然にしている呼吸を効率よく使い、美し
い声と健康を保ちましょう。２回目（２７日）は体操の実践
指導があります／米山文明　　　　　　　　　　　　（４０）

１２月２５日
３００円

（テキスト
代）

１月１５・２２・２９日、２月５
日（いずれも（土）計４回）

午後２時～４時

｢囲碁」入門（初心者対象）～「ヒカルの碁」で小・中・高
生の間で囲碁ブームが起きています。大人も子どもも一緒
に囲碁を楽しみませんか／尾越京子　　　　　　　　（３０）

●井草地域区民センター（〒１６７‐００２２　下井草５‐７‐２２）

１月５日
１００円

（保険料を
含む）

１月１６日（日）
　　午前１０時～午後１時

トレーニング機器講習会～トレーニング室を利用するため
の事前講習会（写真１枚３cm×２.５cm持参）／大江喜和子
※上履きを持参してください　

（１５歳以上で、中学校を卒業している方・１０）

　　１００円
（使用料）

１月１６日（日）
午後１時３０分～３時３０分

トレーニング相談～トレーナーの指導および相談に応じま
す／大江喜和子
※上履きを持参してください　　　　　（講習修了者・１０）

　　無料※
１月２２日（土）
午後１時３０分～３時３０分
（２時３０分受付終了）

おもちゃの病院～こわれたおもちゃを修理します。（原則と
して１人１点、先着順）／安井昌徳ほか

（参加自由）

●高井戸地域区民センター（〒１６８‐００７２　高井戸東３‐７‐５）

１月１４日
１２０円（毎
回・保険料
を含む）

２月１・８・１５・２２日（い
ずれも（火））

午前１０時～正午

だれでもできる初心者卓球教室～ラケットを握って寒さを
吹き飛ばそう／横尾文代

（４０）

１２月２５日
１２０円

（保険料を
含む）

１月１８日（火）
午前１０時～午後１時

１月トレーニング機器講習会～トレーニング室を利用する
ための事前講習会（写真１枚３cm×２.５cm持参）／高橋悦子

（１５歳以上で、中学校を卒業している方・１０）

　　１００円
（使用料）

１月１８日（火）
午後２時～午後４時

１月トレーニング相談日～トレーナーが駐在しトレーニン
グの相談に応じます(講習会修了者対象)／高橋悦子

　　無料１月１３・２７日（木）
午後３時３０分～４時

おはなしひろば～絵本の読み聞かせを中心に手遊び、工作
など／ポエム、杉並こどもの本の会、ムーミン母親クラブ、
バンビぶんこ　　（参加自由、幼児は保護者の付添が必要）
※は、実費がかかる場合があります。

●
佐
々
木
襄
さ
ん
と
共
に 

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

日
本
で
は
数
少
な
い
バ
リ
ト

ン
歌
手
と
し
て
、
コ
ン
サ
ー
ト

や
テ
レ
ビ
な
ど
で
活
躍
し
、
海

外
で
は
三
五
〇
回
も
の
ス
テ
ー

ジ
を
重
ね
、
国
際
的
に
絶
賛
を

浴
び
て
い
ま
す
。 
酉 
年
に
ち
な

と
り

み
、
鳥
の
よ
う
に
羽
ば
た
く
明

る
い
希
望
に
満
ち
た
元
気
を
も

ら
え
る
よ
う
に
、
皆
で
楽
し
く

歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
 
　

年
１
月　

日 

午
後
２

１７

１６

時

（日）

下
高
井
戸
区
民
集
会
所

　事故などで心肺停止などの緊急時
に、救急車が到着するまでの間、傷
病者に適切な応急手当を行うこと
は、大切な命を救うことにつながり
ます。そこで、多くの区民が必要な
応急手当の知識を習得し、地域で活
動する「救急協力員」（愛称「区民レ
スキュー」）を養成します。なお、受
講された方には、区独自の「救急協
力員」の認定証を交付します。
　 １７年１月２８日（金）午後１時～５
時、２月２３日（水）午前９時３０分～午後
１時３０分、３月１７日（木）午後１時～５
時 杉並保健所（荻窪５‐２０‐１） 

時

場

 前半３時間＝消防署による普通救
命講習 ▽後半１時間＝区内の救急医
療などに関する講習（すでに消防署
による普通・上級救命講習を受講済
みの方は後半１時間のみの受講可）
 区内在住・在勤・在学の方 各回３０
名 無料 ・ 電話で、健康推進課�
３３９１‐１０１５へ（先着順） ○１ 遅刻不可
○２ 途中退場は欠席となります○３ 実技
がありますの
で動きやすい
服装（ズボンな
ど）で参加して
ください

内

対 定

費 申 問

他

「救急協力員」養成のための救命講習
　

日
（
必
着
）
ま
で
に
同
セ
ン

１５タ
ー
へ

●
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

珠
玉
の
名
曲

　

区
内
在
住
の
一
流
演
奏
家
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
心
華
や

ぐ
新
春
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
日
ご
ろ
何
気

な
く
耳
に
す
る
名
曲
を
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
を
中
心
に
、
ジ
ャ
ン
ル

を
広
げ
て
お
届
け
い
た
し
ま

す
。

　
 
　

年
１
月　

日 

午
後
１

１７

２２

時　

分
開
演
（
１
時
開
場
） 

３０
出
演
＝
セ
ン
ト
オ
ラ
フ
合
奏
団

（
フ
ル
ー
ト
、
チ
ェ
ロ
、
ハ
ー

プ
、
キ
ー
ボ
ー
ド
、
ソ
プ
ラ

ノ
）
▽
曲
目
＝
「
歌
の
翼
に
」

「
白
鳥
」「
引
き
潮
」
ほ
か 

八

〇
名 

一
〇
〇
円 

往
復
ハ
ガ

キ
（
３
面
記
入
例
参
照
）
で
、

　

年
１
月　

日
（
必
着
）
ま
で

１７

１０

に
同
セ
ン
タ
ー
へ 

井
草
地
域

集
会
施
設
運
営
協
議
会
事
務
局

�
３
３
０
１
‐
７
７
２
３
（
月

曜
〜
金
曜
の
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
）

時

（土）

内
定

費

申問

西 
 
荻
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

井 
 
草
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

▲千葉　典子 ▲荘村　清志

▲コンサート風景
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

平成１６（２００４）年��月��日（土曜日）

【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他
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運
営
協
議
会
委
員
募
集

下高井戸区民集会所�５３７４－６１９２
〒１６８－００７３　下高井戸３－２６－１○休 第３水曜日

高円寺地域区民センター（セシオン杉並）
�３３１７－６６１１
〒１６６－００１１　梅里１－２２－３２○休 第２・第４木曜日、第２木曜日の前日

和田区民集会所�５３４０－６２７２
〒１６６－００１２　和田２－３１－２１○休 第１・第３月曜日

阿佐谷地域区民センター�３３１４－７２１１
〒１６６－０００４　阿佐谷南１－４７－１７○休 第２・第４火曜日、第３水曜日

井草地域区民センター�３３０１－７７２０
〒１６７－００２２　下井草５－７－２２○休 第１・第３木曜日、第３木曜日の前日

四宮区民集会所�３３９５－５０８５
〒１６７－００２３　上井草２－２８－１３○休 第２・第４火曜日

八成区民集会所�３３９４－０９８９
〒１６７－００２１　井草１－３－２○休 第２水曜日

高井戸地域区民センター�３３３１－７８４１
〒１６８－００７２　高井戸東３－７－５○休 第１・第３月曜日、２０日

上高井戸区民集会所�３３２９－０６０５
〒１６８－００７４　上高井戸１－１５－５○休 第２・第４月曜日

梅里区民集会所�３３１７－３３１０
〒１６６－００１１　梅里２－３４－２０○休 第１・第３火曜日

荻窪地域区民センター�３３９８－９１２５
〒１６７－００５１　荻窪２－３４－２０○休 第２・第４月曜日、２０日

本天沼区民集会所�５３１０－４６３３
〒１６７－００３１本天沼２－１２－１０○休 第１・第３月曜日

西荻地域区民センター�３３０１－０８１１
〒１６７－００３４桃井４－３－２○休 第２・第４水曜日、１１日

西荻南区民集会所�３３３５－５４４４
〒１６７－００５３西荻南３－５－２３○休 第２月曜日

永福和泉地域区民センター�５３００－９４１１
〒１６８－００６３　和泉３－８－１８○休 第２・第４水曜日、１５日

方南区民集会所�３３２２－４２２５
〒１６８－００６２　方南１－２７－８○休 第１・第３水曜日

　

さ
ざ
ん
か
ね
っ
と
の
申
し
込

み
の
際
、
一
つ
の
団
体
が
会
員

を
分
け
複
数
の
団
体
と
し
て
登

録
し
て
い
る
例
や
、
個
人
で
予

約
を
申
し
込
み
、
後
で
さ
ざ
ん

か
ー
ど
団
体
に
付
け
替
え
て
い

る
例
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
行
為
は
公
平
・

公
正
な
施
設
の
利
用
を
阻
害

し
、
他
の
方
へ
の
迷
惑
と
な
り

ま
す
。
改
善
さ
れ
な
い
場
合
は

登
録
の
取
消
し
を
行
い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
が
活
動
の
場

を
確
保
で
き
る
よ
う
、
さ
ざ
ん

か
ね
っ
と
の
適
正
な
運
用
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
さ
ざ
ん
か
ね
っ
と
は

設
備
点
検
の
た
め
、
年
末
年
始

の　

月　

日 

〜　

年
１
月
３

１２

２９

１７

日 

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

◇
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

年
末
年
始
休
館
日

①
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
、
区
民

集
会
所
、
区
民
会
館
の
年
末
年

始
の
休
館
日
は　

月　

日 

〜

１２

２８

　

年
１
月
４
日 

で
す
。
た
だ

１７し
、荻
窪
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
、

上
高
井
戸
区
民
集
会
所
は
第
四

月
曜
日
が
休
館
日
の
た
め
、　
１２

（水）

（月）

（火）

（火）

月　

日 

か
ら
休
館
で
す
。

２７

　

ま
た
、方
南
区
民
集
会
所
は
、

第
一
水
曜
日
が
休
館
日
の
た

め
、　

年
１
月
５
日 

ま
で
休

１７

館
で
す
。
こ
の
期
間
は
各
施
設

に
設
置
さ
れ
て
い
る
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
式
パ
ソ
コ
ン
な
ど
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

※
西
荻
・
荻
窪
・
高
円
寺
・
永

福
和
泉
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

は
、　

月　

日
と　

年
１
月

１２

２８

１７

４
日
は
休
館
日
で
す
が
、
午

前
８
時　

分
〜
午
後
５
時
ま

３０

で
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
パ
ソ
コ

ン
を
利
用
で
き
ま
す
。

②
年
末
年
始
休
館
日
の
期
間

は
、
阿
佐
谷
・
高
井
戸
・
永
福

和
泉
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
の
図

書
室
の
返
却
用
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

も
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
 

地
域
課

（月）

（水）

問

　

資
源
回
収
を
実
施
し
て
い

る
町
会
･
自
治
会
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
今
回
紹
介

す
る
久
我
山
東
自
治
会
（
一

三
二
二
世
帯
）で
は「
チ
ョ
ッ

ト
お
い
し
い
思
い
」
も
で
き

る
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
二
四

年
間
続
け
て
き
て
い
ま
す
。

　

毎
月
一
回
、紙
類（
あ
ま
り

負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
紙
類

に
限
定
し
て
い
ま
す
）
を
出

す
と「
資
源
回
収
券
」が
も
ら

え
ま
す
。回
収
券
三
枚（
三
カ

月
分
）
で
「
資
源
回
収
鶏
卵

引
換
券
」
と
な
り
、
地
元
の

契
約
店
に
持
っ
て
い
く
と
卵

一
パ
ッ
ク
が
も
ら
え
ま
す
。

　

ま
た
、
回
収
券
三
枚
と
一

〇
〇
〇
円
〜
二
〇
〇
〇
円
の

自
己
負
担
で
、
町
会
主
催
の

日
帰
り
の 
親
睦 
旅
行
に
だ
れ

し
ん
ぼ
く

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

こ
の
二
四
年
間
で
集
め
た

古
紙
は
、
八
ｍ
の
立
ち
木
で

一
三
万
六
〇
〇
〇
本
分
の
パ

ル
プ
と
な
る
計
算
で
す
。
一

軒
一
軒
の
力
は
小
さ
い
も
の

で
す
が
、
地
域
が
ま
と
ま
っ

て
継
続
し
て
活
動
す
る
こ
と

で
、
環
境
保
全
に
向
け
た
大

き
な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
井
の
頭

線
「
久
我
山
駅
放
置
自
転
車

防
止
協
力
会
」
が
都
知
事
賞

の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

（「
広
報
す
ぎ
な
み
」　

月　
１０

２１

日
号
で
紹
介
）

　

こ
の
よ
う
に
、
久
我
山
東

自
治
会
は
「
チ
ョ
ッ
ト
お
い

し
く
無
理
な
く
で
き
る
」
循

環
型
社
会
を
目
指
し
た
こ
と

で
、
長
続
き
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
住
み
よ
い

住
環
境
を
守
っ
て
い
く
た
め

に
、「
一
人
ひ
と
り
の
チ
ョ
ッ

ト
し
た
自
覚
と
行
動
」
を
続

け
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で

し
た
。

　
 

地
域
課
地
域
活
動
係

（
井
草
�
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３
３
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井
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泉
�
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０
０
‐
９
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１
１
）

問

　

「
重
複
障
害
や
重
症
心
身

障
害
の
方
が
、
そ
の
人
ら
し

い
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、

脇
役
で
カ
ス
ミ
ソ
ウ
の
花
の

よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
を
！
」
と

い
う
願
い
か
ら
、
当
セ
ン
タ

ー
の
支
援
に
よ
り
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
か
す
み
草
」
が
発
足
し

た
の
は
、
本
年
４
月
で
す
。

　

理
事
長
の
太
田
さ
ん
、
理

事
の
塚
田
さ
ん
、
吉
永
さ
ん

を
核
に
、
一
五
名
ほ
ど
の
支

援
者
が
、
団
体
の
運
営
・
活

動
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

重
症
心
身
障
害
者
の
生
活

を
、
一
人
の
ヘ
ル
パ
ー
で
支

援
す
る
こ
と
は
と
て
も
大
変

で
す
。
そ
こ
で
始
め
た
の
が

「
助
け
合
い
ヘ
ル
プ
」。利
用

者
が
安
心
で
き
る
ま
で
ヘ
ル

パ
ー
を
二
人
派
遣
し
ま
す
。

そ
の
費
用
の
一
人
分
は
個
人

負
担
で
、
も
う
一
人
分
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
か
す
み
草
が
負
担

し
ま
す
。「
助
け
合
い
ヘ
ル

プ
」は
、サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

人
に
と
っ
て
、
家
族
以
外
の

人
か
ら
の
介
助
に
慣
れ
る
貴

重
な
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

　

「
か
す
み
草
」
で
は
、
今

後
、
医
師
や
看
護
師
、
言
語

療
法
士
、
理
学
療
法
士
な
ど

の
専
門
家
に
よ
る
ヘ
ル
パ
ー

研
修
会
を
開
催
し
、
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上
を
め
ざ
し
ま

す
。
ま
た
、
多
く
の
方
々
に

重
度
障
害
を
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
い
て
、
だ
れ
も
が
住
み

よ
い
社
会
づ
く
り
に
つ
な
げ

て
い
く
考
え
で
す
。

　
 

杉
並
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

�
５
３
０
６
‐
３
９
３
９
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w

w
w
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n
v
c
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問

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す
お
手
伝
い

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す
お
手
伝
い
��

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
す
み
草

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
す
み
草

　

エ
コ
シ
ー
ル
加
盟
店
で
お
買

い
物
を
し
て
、
レ
ジ
袋
を
辞
退

す
る
と
、
エ
コ
シ
ー
ル
が
も
ら

え
ま
す
。
こ
れ
を
二
五
枚
集
め

て
台
紙
に
は
る
と
、
加
盟
店
で

一
〇
〇
円
の
お
買
い
物
券
と
し

て
利
用
で
き
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、利
用
済
み
の「
す

ぎ
な
み
エ
コ
シ
ー
ル
お
買
い
物

券
（
エ
コ
券
）」
に
よ
る
抽
選
会

を
行
い
ま
す
。
抽
選
対
象
と
な

る
の
は
、
シ
ー
ル
を
は
っ
た
台

紙
（
エ
コ
券
）
に
住
所
・
氏
名

を
記
入
し
て
、　

月　

日
ま
で

１２

２６

に
加
盟
店
で
お
買
い
物
券
と
し

て
ご
利
用
い
た
だ
い
た
も
の
で

す
。

　

詳
し
く
は
、
店
頭
の
ポ
ス
タ

ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
 
　

年
１
月　

日 

午
後
１

１７

２９

時
〜 

産
業
商
工
会
館
（
阿
佐

谷
南
３
―
２
―　

）
１９

◇
エ
コ
シ
ー
ル
が
新
し
く
な
り

ま
す

　

現
在
、
実
施
し
て
い
る
エ
コ

シ
ー
ル
事
業
は
、　

月　

日
で

１２

３１

第
一
期
の
事
業
期
間
が
終
了

し
、
引
き
続
き
、　

年
１
月
１

１７

日
〜　

年　

月　

日
ま
で
第
二

１８

１２

３１

期
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

第
二
期
か
ら
シ
ー
ル
と
台
紙

が
変
わ
り
ま
す
。
新
し
い
エ
コ

シ
ー
ル
は
、
こ
れ
ま
で
の
も
の

よ
り
一
回
り
大
き
く
な
り
、
の

り
も
付
い
て
台
紙
に
は
り
や
す

く
な
り
ま
す
。　

月　

日
か
ら

１２

１５

加
盟
店
で
順
次
配
付
を
始
め
ま

す
が
、　

年
１
月　

日
ま
で
は
、

１７

３１

移
行
期
間
と
し
て
、
新
旧
の
エ

コ
シ
ー
ル
が
混
在
し
ま
す
。
現

在
の
エ
コ
シ
ー
ル
も
新
し
い
台

紙
に
は
っ
て
ご
利
用
い
た
だ
け

時

（土）

場

　
　

年
度
阿
佐
谷
地
域
集
会

１７
施
設
運
営
協
議
会
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

　

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
に
興
味
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
 

活
動
期
間
＝　

年
４
月

１７

か
ら
一
期
を
二
年
と
し
、
二

期
ま
で
延
長
可 

阿
佐
谷
地

域
区
民
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
梅

里
区
民
集
会
所
の
地
域
内
在

内

対

住
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

で
き
る
方 

若
干
名 

ハ
ガ

キ
（
３
面
記
入
例
参
照
）
に

性
別
と
運
営
委
員
希
望
と
書

い
て
、　

年
１
月　

日
ま
で

１７

２０

に
阿
佐
谷
地
域
集
会
施
設
運

営
協
議
会
事
務
局
へ 

阿
佐

谷
地
域
集
会
施
設
運
営
協
議

会
事
務
局
�
３
３
１
４
‐
７

２
１
５

定

申問

東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパスススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススス東京都シルバーパス
～７０歳になられる方へ～

　シルバーパスは、満７０歳になる
月の１日から購入することができ
ます。最寄りのバス営業所・案内
所または東京バス協会�５３０８‐ 
 ６９５０にお問い合わせください。

▲楽しい時間を過ごしています

「
杉
並
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進

セ
ン
タ
ー
」か
ら
の
活
動
リ
ポ
ー
ト
○3
 

ま
す
。

　

な
お
、
現
在
の
台
紙
に
現
在

の
シ
ー
ル
の
み
が
は
ら
れ
た
も

の
と
、
す
ぎ
な
み
エ
コ
シ
ー
ル

Ｍ
Ａ
Ｐ
に
刷
り
込
み
の
「
お
ト

ク
台
紙
」
は
、　

年
２
月　

日

１７

２８

ま
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

☆

　
 

生
活
経
済
課
レ
ジ
袋
削
減

担
当 問

ささざんかねんかねっとの
 適正なご利用を適正なご利用を
さざんかねんかねっとの
 適正なご利用を適正なご利用を
さざんかねっとの
 適正なご利用を

宮
前
地
区
「
久
我
山
東
自
治
会
」　

資
源
回
収
で
卵
を
一
パ
ッ
ク
�

�
住
民
は
地
域
社
会
の
主
人
公
�
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杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

平成１６（２００４）年��月��日（土曜日）

〈杉並演劇祭参加者募集一覧〉
問い合わせ参加費内容（定員、締切）演目名

スタジオＨＡＮＡ
ＢＩ�３３９８‐６４７１

チケット代
１８００円×２０枚

「命の尊さ」を訴えていく、朗読劇を上演しま
す。（１５名、１２月２４日）朗読劇

テアトル・エコー
・保科
�５９３０‐８３６４

１回１０００円×
１５回程度

区民から公募でエッセイを募集し、それを朗読
劇で上演します。（２０名、１２月２８日）

創作朗読劇
「家族の肖像２」

１回１０００円×
１５回程度

区民の皆さんで楽しく朗読劇をつくりあげてい
きます。（２０名、１２月２８日）朗読劇

電劇・三島
�５３７４‐８８９７

１回５００円×
４０回程度

生命の大切さと生き物のすばらしさを美しい日
本語と集団演技で創作する。（１２名、１２月２５日）

詩劇「象とおじさ
ん」

大藏教義
�０９０‐７８４７‐
６４８９

１回２０００円×
２回程度

年齢を問わず、伝統芸能である狂言に触れて、
日本文化のすばらしさを知ることができます。
（１５名、１７年２月２５日）

大藏流狂言ワーク
ショップ

劇団手織座
�３３９３‐２７２１２０００円

シニア世代を対象に軽い体操、発声法を交えて
美しい日本語を表現する体験ができます。（１５
名、１７年３月１０日）

宝生あやこのシニ
ア朗読ワークショ
ップ

東京タンバリン・
永井
�３３９７‐０１９３

５０００円
（全１０回）

即興劇やゲームなどを通じて、言葉を「話すこ
と」、「聞くこと」の重要性を知る。（３０名、１７年
２月２８日）

東京タンバリン演
劇ワークショップ

ポかリン記憶舎・
明神�３９５３‐３３８３１０００円

自分の軸を見つける。だれもが持つ体内浮遊力
の活用法を体感していきます。（３０名、１７年３月
１８日）

ポかリン記憶舎演
劇ワークショップ

※申し込みは、ハガキ（３面記入例参照）に参加希望演目も書いて、各締切日までに文化･交流協会文化係
（〒１６７‐００４３上荻３‐２９‐５杉並会館内）へ（抽選）。

　

自
転
車
の
乗
車
定
員
は
、
都
の

規
則
に
よ
り
、　

歳
以
上
の
運
転

１６

者
が
幼
児
用
座
席
を
設
け
た
場
合

に
、
そ
の
座
席
に
６
歳
未
満
の
者

を
一
人
に
限
り
乗
車
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
際
、
自
転
車
の
転
倒
な
ど

に
よ
る
、
幼
児
用
座
席
を
使
用
す

る
子
ど
も
の
ケ
ガ
が
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
都
内
で
の　

年
中
に

１５

お
け
る
６
歳
未
満
幼
児
の
自
転
車

同
乗
中
に
よ
る
交
通
事
故
で
は
、

死
者
は
な
い
も
の
の
、
重
傷
者
二

名
、
軽
傷
者
五
一
八
名
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
う
ち
の
三
〇
三
名

（　

・
３
％
）
が
頭
部
に
ケ
ガ
を

５８
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
件
数
に
は
、
い
わ
ゆ

る
「
自
転
車
の
押
し
歩
き
」
中
の

単
独
事
故
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、

届
け
ら
れ
て
い
な
い
事
故
が
相
当

あ
る
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
で
ケ
ガ
の

大
半
は
防
げ
ま
す
。
次
の
こ
と
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

①
同
乗
す
る
子
ど
も
に
は
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
着
用
さ
せ
る
。

②
子
ど
も
を
幼
児
用
座
席
に
乗
せ

た
ら
、
ハ
ン
ド
ル
か
ら
絶
対
に
手

を
離
さ
な
い
。

③
子
ど
も
は
最
後
に
乗
せ
、
最
初

に
降
ろ
す
。

④
交
通
法
規
や
交
通
マ
ナ
ー
を
守

る
。

　
 

交
通
対
策
課

問

●インディアカフェスティバル
　 １７年１月３０日（日）午前９時～午後５時(区共催） 上井草スポーツセンター（上
井草３‐３４‐１） 混合と女子の部（１チーム５～８人編成） 区内在住・在
勤・在学で高校生以上の方 ３０チーム（抽選） １チーム３０００円（代表者会議で
納入） チームごとに所定の申込用紙（区立体育館に置いてあります）に必要事
項を書いて、１７年１月１４日（必着）までに区インディアカ協会・武石記代子（〒
１６７‐００３４桃井４‐６‐１４）へ 同協会・武石�３３９９‐５８７９（午後６時～１０時）
 運動できる服装で、上履きと弁当を持参してください

●アクアエクササイズ　○す 教室番号２００３
　 １７年１月２８日～３月１１日の毎週金曜日、午前１０時～正午（計６回） 高井戸
温水プール 区内在住・在勤・在学の１６歳以上の方 ３０名（抽選） ３０００円 
往復ハガキ（３面記入例参照）に生年月日も書いて、１２月２２日（必着）までに高
井戸温水プール（〒１６８‐００７２高井戸東３‐７‐５）へ 同プール�３３３１‐８６５２
● サウンドテーブルテニス
　鈴の入ったピンポン玉を、音を頼りに打ち合う競技です。視覚障害のある方ぜ
ひご参加ください。
　 １２月２６日（日）午前９時～午後１時 荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２） 区内在
住・在勤・在学の視覚障害のある方 ２０名 無料 希望者は、当日直接会場へ
 同体育館�３２２０‐３３８１
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●筋力測定相談
　自分自身の筋力を筋力測定装置（バイオデックス）で測り、トレーナーが個人
の目的に合った効果的なアドバイスを行います。ぜひ、この機会にご自分の筋力
を測定してみませんか。
　 １７年１月８日（土）午前９時～午後５時 上井草スポーツセンター（上井草３‐
３４‐１） 区内在住・在勤・在学の１６歳以上で、ふだん運動をしている方 ７組
（個人とペア（２人組）可） １５００円 電話で、希望測定時間（測定時間は午前
９時から１時間ごとに１組）を上井草スポーツセンター�３３９０‐５７０７へ（先着順）
 （財）杉並区スポーツ振興財団�３３１２‐２１１１（区代表）
●射初め（弓道）
　 １７年1月１６日（日）午前１１時～午後５時(区後援） 上井草スポーツセンター（上
井草３‐３４‐１） 区内在住・在勤・在学の方 １５名（抽選） 無料 ・ 往
復ハガキ（３面記入例参照）で、1月１０日（必着）までに区弓道連盟・宍戸文育
（〒１６８‐００６５浜田山１‐７‐６‐２０３�３３２９‐４６１４午後８時～１０時）へ 当日は
弓道衣とはかまを着用してください
●トレーニングセミナー　～シェイプアップコース～
　運動の効果がなかなか出ない、運動がなかなか続かない方、ぜひご参加くださ
い。健康づくりのお手伝いをします。
　 １７年１月１７・２４・３１日（月曜日コース）または１月６・１３・２７日（木曜日コ
ース）ともに午前１０時～１１時３０分 上井草スポーツセンター（上井草３‐３４‐１）
 区内在住・在勤・在学で１６歳以上の方 両コース各５名 １回４００円（入場料）
 ・ 前日までに電話で、月曜日・木曜日コースどちらか指定のうえ、上井草ス
ポーツセンター�３３９０‐５７０７へ（先着順）
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※『すぽーつ・ねっと』は自動音声応答により杉並区の体育施設予約などのサ
ービスが利用できる電話受付システムです。申し込みは、１２月１１日午前８時か
らハガキの締め切り日の午後１１時までです。
なお、定員を超えた場合は、初めて申し込んだ方を優先する場合があります。

スポーツ教室　○す …すぽーつ・ねっと�５３０５‐６２１３で申し込みできます

競技大会 その他

　第２回杉並演劇祭を１７年３月に開催しま
す。演目は区内在住・在勤・在学の演劇人か
ら公募した１７演目を予定しています。
◇参加者＝ １７年１月～３月 区立集会施設
ほか 区内在住・在勤・在学の方 ・ ・ 
下表のとおり

時 場
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◇作品＝「家族の肖像２」では「家族」をテ
ーマにしたエッセイ（１２００字程度）を募集しま
す。応募作品の中から選考の上、演出家・保
科耕一さんの演出で上演します。
　 エッセイに住所・氏名・年齢・電話番号
も書いて、１月１０日（消印有効）までに文化･
交流協会文化係（〒１６７‐００４３上荻３‐２９‐５
杉並会館内）へ テアトル・エコー・保科�
５９３０‐８３６４

申

問

すばやい消火と火の始末すばやい消火と火の始末
★防災メモ★　その３

　火の始末が大きな災害を防ぎ
ます。小さな地震でも火を消す
習慣をつけましょう。
○消火する３度のチャンス
チャンス１　小さな揺れを感じ
た時
　地震の最初の揺れは、強い衝
撃ではないはずです。「グラッ」
ときた２～３秒の瞬間に、使用
中の火を消します。
チャンス２　大きな揺れがおさ
まった時
　地震の揺れが大きい間は、火
を消すことは困難です。揺れて

いる間は机の下などで身を守
り、揺れがおさまるのを待って
から火を消します。
チャンス３　燃え始めた時
　万が一出火しても、１～２分
程度で燃え広がることはありま
せん。手近にある消火器具で十
分に消火可能です。しかし、もし
天井まで火が達した場合は、家
庭用消火器で消すことは困難で
す。早く隣近所に知らせて、燃え
広がる前に協力して火を消しま
しょう。
　 防災課問

自
転
車
の
幼
児
用
座
席
を
お
使
い
の
皆
さ
ん
へ
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訂正とおわび
１２月１日付広報１１面「杉並スポーツ祭典　メリークリ
スマス卓球大会（シングルス）」の、会場は「上井草ス
ポーツセンター」の誤りでした。

杉並演劇祭参加者


